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編
集
後
記

 1 日 新春走り初めピッタリタイムレース（魚梁瀬）
 2 日 新春走り初めピッタリタイムレース（馬路）
 成人式（就業改善センター）
14日 消防出初め式（田野町）
15日 どんど焼き（魚梁瀬丸山公園）
20日 第36回馬路村民駅伝競走大会
21日 第37回馬路村内芸能発表会
 （就業改善センター）
23日 文化財防火訓練（馬路熊野神社）
27日 スキー教室（久万スキーランド）
 親子で本を楽しむ日in馬路村
 （就業改善センター）

 1 日 第46回馬路地区はし拳大会（馬路温泉）
 2 日 馬路熊野神社秋の例大祭
 神社神楽発表会（馬路熊野神社）
 5 日 馬路小学校校内持久走大会
17日 第45回馬路村文化祭
 第6回馬路村ふれあい祭り
 （馬路体育館・馬路中学校）
19日 ふれあい餅つき（魚梁瀬小・中学校）
21日 魚梁瀬保育所クリスマス会
22日 馬路保育所クリスマス会
23日 第13回馬路村ピアノ教室発表会＆ハミング 
 ゆーずクリスマスコンサート
 キャンドルライブin馬路温泉

　
先
月
行
わ
れ
た
、馬
路
村
成
人
式

へ
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
馬
路
村
役
場
へ
就
職
し
て
早
く

も
２
年
が
た
と
う
と
し
て
い
ま
す
。

振
り
返
る
と
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
あ

り
ま
し
た
が
、終
わ
っ
て
見
る
と
あ
っ

と
い
う
間
だ
と
感
じ
ま
し
た
。こ
れ

か
ら
は
成
人
と
し
て
、近
況
報
告
で

述
べ
た
よ
う
に
今
ま
で
お
世
話
に

な
っ
た
か
た
が
た
へ
の
感
謝
を
忘
れ

な
い
よ
う
に
精
進
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

（
Ｈ
）
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光
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友
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　毎
年
一
月
二
日
に

就
業
改
善
セ
ン
タ
ー

で
開
催
さ
れ
て
い
る

成
人
式
。

　今
年
は
五
人
の
新

成
人
が
出
席
し
て
祝

福
を
受
け
ま
し
た
。

未 来 に 向 か っ て 、 輝 け ！

第45回馬路村文化祭・第6回馬路村ふれあい祭り ・・ ２
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（１区　馬路村民運動場をスタートする選手たち）

◇・◆・◇・◆・◇総合順位・区間賞 ◇・◆・◇・◆・◇ （各区間の○数字は区間順位）

総合順位

１．馬路中学校Ａ

２．ＪＡアスリート

３．体育会野球部

４．魚梁瀬小中学校（生徒チーム）

５．馬路中学校Ｂ

６．役場メンズ

７．馬路中学校教員

８．馬路小Ｂ

９.馬路小Ａ

１０．馬路小Ｃ

１１．魚梁瀬小中学校（教員チーム）

１２．ＪＡファーミング　　　　　　　　

１３．役場女子

１４．ＪＡガールズコレクション

33・25

34・46

34・58

38・46

39・09

40・36

41・10

42・46

43・50

44・08

44・39

44・49

46・18

48・27

18・10

17・29

19・11

21・41

21・19

21・00

21・52

22・26

24・06

23・02

23・54

23・18

22・27

24・38

15・15

17・17

15・47

17・05

17・50

19・36

19・18

20・20

19・44

21・06

20・45

21・31

23・51

23・49

坂本　優衣
④5・31
木下　鉄人
①4・47
吉松　大和
③5・08
稲垣　文菜
⑦5・55
西岡　久司
⑩6・29
木下　慎也
②5・00
上杉　遥
⑨6・18
別役　咲季
⑥5・44
山中　大志
⑭7・34
清岡　萌夏
⑫6・54
窪田　彩乃
⑪6・36
小松　光
⑧6・13
東谷　柚季
⑤5・36
仙頭　和美
⑬7・15

木下　陽太
①7・13
乾　貴史
②7・25
乾　圭佑
⑤8・59
近藤　悠斗
④8・51
山﨑　雄二
③8・21
大川　匠也
⑦9・17
金子　彰
⑥9・03
大野　愛結　　
⑨9・41
坂本　煌綺
⑪9・45
林　竜乃介
⑫9・46
角田　勝
⑩9・44
北川　晋太郎
⑭10・57
上治　萌子
⑧9・31
本澤　侑季
⑬10・13

宮口　あかね
③5・26
乾　まりの
②5・17
笹岡　英珠　
①5・04
入江　花菜
⑩6・55
大野　菜月
⑥6・29
西岡　喬
⑧6・43
川竹　三千代
⑦6・31
濵渦　幸
⑪7・01
大野　瑠菜
⑨6・47
髙橋　天音
⑤6・22
松本　晶子
⑭7・34
笹岡　和仁
④6・08
岡田　麻美
⑬7・20
堅田　真由美
⑫7・10

坂本　春綺
①6・12
長野　桃太
②6・28
大田　祐司
④6・54
井上　奏磨
⑤6・59
笹岡　夢珠
③6・46
川合　陽介
⑥7・43
ジョン
⑧8・21
林　莉菜子
⑩8・25
大野　陽多
⑪8・39
濵渦　翔和
⑨8・22
髙松　将士
⑫9・14
笹岡　陽平
⑦8・02
乾　すみれ
⑬10・13
佐藤　美夢
⑭10・14

小松　鼓　
②9・03
佐藤　彰洋
④10・49
安養寺　弥
①8・53
南　晴天
③10・06
白川　敬佳
⑥11・04
井上　仁
⑨11・53
丸岡　大次朗
⑤10・57
清岡　隼斗
⑩11・55
大野　暖人
⑦11・05
式部　更紗　
⑪12・44
喜多　秀明
⑧11・31
山中　洋一
⑫13・29
牛窓　裕美子
⑭13・38
岩田　夏実
⑬13・35

総合
タイム
（分・秒）

１区
村民運動場→
農協本所
1.3㌔

２区
→相名会館

　2.0㌔

３区
→熊野神社

　1.3㌔

４区
熊野神社→
旧相名会館
　1.7㌔

５区
→村民
運動場
　　2.6㌔

前半記録
（分・秒）

後半記録
（分・秒）

※魚梁瀬小学校（オープン）近藤　泰斗　7・31
　魚梁瀬小学校（オープン）森脇　勇吾　6・03

魚梁瀬小学校（オープン）井上　和奏　5・43
魚梁瀬小学校（オープン）関　スティファン勝　5・44
　　　　　　　　　　　（オープン参加者は１区を走りました）

▼体験教室の様子

▲会場の様子

●
会
場
の
様
子
●

　
お
楽
し
み
の
ゲ
ー
ム
コ
ー
ナ

ー
で
は
巨
大
黒
ひ
げ
ゲ
ー
ム
で

対
戦
し
、
大
き
な
ボ
タ
ン
を
押

す
た
び
に
、
ハ
ラ
ハ
ラ
、
ド
キ

ド
キ
。
勝
っ
た
子
ど
も
た
ち
に

は
お
菓
子
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
あ

り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
安
田
川
を
美
し
く
す

る
村
民
会
議
は
、
微
生
物
で
作

っ
た
、
環
境
に
や
さ
し
い
ユ
ー

エ
ム
Ａ
Ｉ
（
環
境
浄
化
微
生
物

資
材
）
の
販
売
も
行
い
ま
し
た
。

　
平
成
29
年
12
月
17
日
（
日
）
馬
路
体
育
館

を
会
場
に
第
45
回
馬
路
村
文
化
祭
（
主
催
　

馬
路
村
文
化
協
会
・
馬
路
村
教
育
委
員

会
）
・
第
6
回
馬
路
村
ふ
れ
あ
い
祭
り
（
主

催
　
馬
路
村
ふ
れ
あ
い
祭
り
実
行
委
員
会
）

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
も
、
馬
路
村
社
会
福
祉
協
議
会
に
送

迎
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
に
ぎ
や
か
な
文

化
祭
・
ふ
れ
あ
い
祭
り
と
な
り
ま
し
た
。

第４５回馬路村文化祭・
　　　　第６回馬路村ふれあい祭り開催

馬
路
中
Ａ
が
６
連
覇
達
成
！

【
前
半
１
・
２
・
３
区
】

　
選
手
た
ち
は
、
ス
タ
ー
ト
の

合
図
で
一
斉
に
駆
け
出
す
と
、

Ｊ
Ａ
ア
ス
リ
ー
ト
が
他
の
チ
ー

ム
を
寄
せ
つ
け
な
い
走
り
を
見

せ
、
前
半
を
１
位
で
走
り
抜
け

ま
し
た
。
馬
路
中
学
校
Ａ
は
、

当
日
メ
ン
バ
ー
変
更
が
あ
っ
た

も
の
の
、
前
半
２
位
と
い
う
安

定
し
た
走
り
を
見
せ
ま
し
た
。

【
後
半
４
・
５
区
】

　
４
区
で
は
馬
路
中
学
校
Ａ
が

ト
ッ
プ
で
タ
ス
キ
を
繋
ぎ
、
続

く
Ｊ
Ａ
ア
ス
リ
ー
ト
も
２
位
に

付
け
ま
し
た
が
、
５
区
も
馬
路

中
学
校
Ａ
が
安
定
し
た
走
り
を

続
け
１
位
で
ゴ
ー
ル
し
ま
し

た
。
Ｊ
Ａ
ア
ス
リ
ー
ト
は
、
後

半
上
位
に
付
け
総
合
２
位
、
体

育
会
野
球
部
は
前
半
、
後
半
と

も
に
安
定
し
た
走
り
で
総
合
３

位
で
し
た
。

　
各
チ
ー
ム
の
選
手
が
日
頃
の

鍛
錬
の
成
果
を
い
か
ん
な
く
発

揮
し
た
結
果
、
激
走
を
制
し
た

「
馬
路
中
学
校
Ａ
チ
ー
ム
」
が

２
位
と
1
分
21
秒
の
差
を
付
け

て
、
堂
々
の
優
勝
に
輝
き
見
事

６
連
覇
を
達
成
し
ま
し
た
。

　
今
年
は
、
14
チ
ー
ム
の
参
加

が
あ
り
、
ま
た
、
役
場
女
子
チ

ー
ム
は
お
揃
い
の
Ｔ
シ
ャ
ツ
で

団
結
力
を
見
せ
る
な
ど
活
気
あ

ふ
れ
る
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

応
援
や
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し

た
皆
さ
ま
、
本
当
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
各
チ
ー
ム
の
結
果
に
つ
い
て

は
、
下
記
の
と
お
り
で
す
。

第
36
回 

馬
路
村
民
駅
伝
競
走
大
会

　
１
月
20
日（
土
）、第
36
回
馬
路
村
民
駅
伝
競
走
大
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　
当
日
は
絶
好
の
駅
伝
日
和
と
な
り
、小・中
学
生
、一般
の
14
チ
ー
ム

が
参
加
し
、選
手
た
ち
の
力
強
い
走
り
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。
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会
場
の
正
面
に
は
、
今
年
も
馬

路
・
魚
梁
瀬
保
育
所
園
児
の
元
気
な

作
品
が
並
び
、
南
側
の
ブ
ー
ス
に
は

馬
路
・
魚
梁
瀬
小
中
学
生
の
硬
筆
、

毛
筆
、
図
画
等
の
作
品
、
馬
路
中
学

生
に
よ
る
ミ
ニ
門
松
な
ど
の
販
売
も

あ
り
ま
し
た
。

　
北
側
の
ブ
ー
ス
に
は
、
一
般
の
方

の
手
芸
作
品
、
油
絵
や
押
し
花
の
作

品
、
ま
た
平
成
29
年
度
を
も
っ
て
原

則
供
給
が
停
止
と
な
る
「
天
然
魚
梁

瀬
杉
最
後
の
伐
採
」
の
様
子
の
上
映

や
、
森
林
鉄
道
の
遺
構
パ
ネ
ル
、
ジ

オ
ラ
マ
の
展
示
、
２
階
で
はM

eiko
Yokoyam

a

氏
の
和
紙
ア
ー
ト
を
展
示

し
ま
し
た
。
遊
ぶ
コ
ー
ナ
ー
で
は
、

木
の
プ
ー
ル
や
木
の
お
も
ち
ゃ
に
子

ど
も
た
ち
が
集
ま
り
、
ま
た
、
販
売

ブ
ー
ス
で
は
、
お
に
ぎ
り
や
豚
汁
、

か
ぼ
ち
ゃ
ド
ー
ナ
ツ
が
販
売
さ
れ
ま

し
た
。

　
今
年
は
馬
路
地
区
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
バ
ザ

ー
が
開
催
さ
れ
、
た
く
さ
ん
の
人
が

お
目
当
て
の
商
品
を
手
に
し
て
い
ま

し
た
。
村
民
の
皆
さ
ん
が
持
ち
寄
っ

た
農
産
物
、
手
芸
品
も
人
気
で
、

早
々
と
完
売
す
る
商
品
も
あ
り
ま
し

た
。
社
会
福
祉
協
議
会
の
あ
っ
た
か

カ
フ
ェ
で
は
、
コ
ー
ヒ
ー
や
手
作
り

ス
イ
ー
ツ
で
一
息
つ
い
て
い
る
来
場

者
も
見
ら
れ
ま
し
た
。
体
験
コ
ー
ナ

ー
で
は
、
陶
器
へ
転
写
す
る
「
ポ
ー

セ
ラ
ー
ツ
教
室
」
や
、
特
殊
な
液
体

で
つ
く
る
「
ハ
ー
バ
リ
ウ
ム
教
室
」

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
と
て
も
寒
い
一
日
で
し
た

が
、
多
く
の
皆
さ
ま
に
ご
来
場
い
た

だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
ふ
れ
あ
い
祭
り
の
健
康
チ
ェ
ッ

ク
コ
ー
ナ
ー
、
安
田
町
も
も
薬
局

の
薬
剤
師
に
よ
る
健
康
相
談
で
は
、

皆
さ
ん
自
分
の
健
康
に
興
味
が
あ

り
、
気
に
な
る
体
の
こ
と
や
薬
等

の
話
を
し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、

保
健
師
に
よ
る
歯
科
相
談
で
は
、

最
近
、
歯
周
病
か
ら
生
活
習
慣
病

に
つ
な
が
る
と
い
わ
れ
て
お
り
、

予
防
の
た
め
に
歯
み
が
き
だ
け
で

は
届
か
な
い
部
分
に
歯
間
ブ
ラ
シ

や
フ
ロ
ス
を
使
用
し
て
汚
れ
を
取

る
な
ど
、
口
腔
ケ
ア
に
つ
い
て
歯

形
模
型
を
使
用
し
説
明
し
ま
し
た
。

　
体
験
型
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
講
座

で
は
、
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
の
ポ
ー
ル
を
使
用
し
た
歩
き

方
を
教
え
て
い
た
だ
き
、
普
段
の

歩
き
方
に
プ
ラ
ス
す
る
こ
と
で
、

姿
勢
よ
く
歩
け
た
り
、
カ
ロ
リ
ー

消
費
が
グ
ッ
と
上
が
っ
た
り
、
健

康
に
な
る
た
め
の
体
づ
く
り
の
き

っ
か
け
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　
毎
年
恒
例
の
馬
路
村
食
生
活
改

善
推
進
協
議
会
に
よ
る
『
野
菜
た

っ
ぷ
り
ヘ
ル
シ
ー
弁
当
』
の
販
売

も
あ
り
、
活
動
紹
介
コ
ー
ナ
ー
で

は
こ
れ
ま
で
の
レ
シ
ピ
を
配
布
し

ま
し
た
。

ふ
れ
あ
い
祭
り
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◇・◆・◇・◆・◇総合順位・区間賞 ◇・◆・◇・◆・◇ （各区間の○数字は区間順位）

総合順位

１．馬路中学校Ａ

２．ＪＡアスリート

３．体育会野球部

４．魚梁瀬小中学校（生徒チーム）

５．馬路中学校Ｂ

６．役場メンズ

７．馬路中学校教員

８．馬路小Ｂ

９.馬路小Ａ

１０．馬路小Ｃ

１１．魚梁瀬小中学校（教員チーム）

１２．ＪＡファーミング　　　　　　　　

１３．役場女子

１４．ＪＡガールズコレクション

33・25

34・46

34・58

38・46

39・09

40・36

41・10

42・46

43・50

44・08

44・39

44・49

46・18

48・27

18・10

17・29

19・11

21・41

21・19

21・00

21・52

22・26

24・06

23・02

23・54

23・18

22・27

24・38

15・15

17・17

15・47

17・05

17・50

19・36

19・18

20・20

19・44

21・06

20・45

21・31

23・51

23・49

坂本　優衣
④5・31
木下　鉄人
①4・47
吉松　大和
③5・08
稲垣　文菜
⑦5・55
西岡　久司
⑩6・29
木下　慎也
②5・00
上杉　遥
⑨6・18
別役　咲季
⑥5・44
山中　大志
⑭7・34
清岡　萌夏
⑫6・54
窪田　彩乃
⑪6・36
小松　光
⑧6・13
東谷　柚季
⑤5・36
仙頭　和美
⑬7・15

木下　陽太
①7・13
乾　貴史
②7・25
乾　圭佑
⑤8・59
近藤　悠斗
④8・51
山﨑　雄二
③8・21
大川　匠也
⑦9・17
金子　彰
⑥9・03
大野　愛結　　
⑨9・41
坂本　煌綺
⑪9・45
林　竜乃介
⑫9・46
角田　勝
⑩9・44
北川　晋太郎
⑭10・57
上治　萌子
⑧9・31
本澤　侑季
⑬10・13

宮口　あかね
③5・26
乾　まりの
②5・17
笹岡　英珠　
①5・04
入江　花菜
⑩6・55
大野　菜月
⑥6・29
西岡　喬
⑧6・43
川竹　三千代
⑦6・31
濵渦　幸
⑪7・01
大野　瑠菜
⑨6・47
髙橋　天音
⑤6・22
松本　晶子
⑭7・34
笹岡　和仁
④6・08
岡田　麻美
⑬7・20
堅田　真由美
⑫7・10

坂本　春綺
①6・12
長野　桃太
②6・28
大田　祐司
④6・54
井上　奏磨
⑤6・59
笹岡　夢珠
③6・46
川合　陽介
⑥7・43
ジョン
⑧8・21
林　莉菜子
⑩8・25
大野　陽多
⑪8・39
濵渦　翔和
⑨8・22
髙松　将士
⑫9・14
笹岡　陽平
⑦8・02
乾　すみれ
⑬10・13
佐藤　美夢
⑭10・14

小松　鼓　
②9・03
佐藤　彰洋
④10・49
安養寺　弥
①8・53
南　晴天
③10・06
白川　敬佳
⑥11・04
井上　仁
⑨11・53
丸岡　大次朗
⑤10・57
清岡　隼斗
⑩11・55
大野　暖人
⑦11・05
式部　更紗　
⑪12・44
喜多　秀明
⑧11・31
山中　洋一
⑫13・29
牛窓　裕美子
⑭13・38
岩田　夏実
⑬13・35

総合
タイム
（分・秒）

１区
村民運動場→
農協本所
1.3㌔

２区
→相名会館

　2.0㌔

３区
→熊野神社

　1.3㌔

４区
熊野神社→
旧相名会館
　1.7㌔

５区
→村民
運動場
　　2.6㌔

前半記録
（分・秒）

後半記録
（分・秒）

※魚梁瀬小学校（オープン）近藤　泰斗　7・31
　魚梁瀬小学校（オープン）森脇　勇吾　6・03

魚梁瀬小学校（オープン）井上　和奏　5・43
魚梁瀬小学校（オープン）関　スティファン勝　5・44
　　　　　　　　　　　（オープン参加者は１区を走りました）

▼体験教室の様子

▲会場の様子

●
会
場
の
様
子
●

　
お
楽
し
み
の
ゲ
ー
ム
コ
ー
ナ

ー
で
は
巨
大
黒
ひ
げ
ゲ
ー
ム
で

対
戦
し
、
大
き
な
ボ
タ
ン
を
押

す
た
び
に
、
ハ
ラ
ハ
ラ
、
ド
キ

ド
キ
。
勝
っ
た
子
ど
も
た
ち
に

は
お
菓
子
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
あ

り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
安
田
川
を
美
し
く
す

る
村
民
会
議
は
、
微
生
物
で
作

っ
た
、
環
境
に
や
さ
し
い
ユ
ー

エ
ム
Ａ
Ｉ
（
環
境
浄
化
微
生
物

資
材
）
の
販
売
も
行
い
ま
し
た
。

　
平
成
29
年
12
月
17
日
（
日
）
馬
路
体
育
館

を
会
場
に
第
45
回
馬
路
村
文
化
祭
（
主
催
　

馬
路
村
文
化
協
会
・
馬
路
村
教
育
委
員

会
）
・
第
6
回
馬
路
村
ふ
れ
あ
い
祭
り
（
主

催
　
馬
路
村
ふ
れ
あ
い
祭
り
実
行
委
員
会
）

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
も
、
馬
路
村
社
会
福
祉
協
議
会
に
送

迎
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
に
ぎ
や
か
な
文

化
祭
・
ふ
れ
あ
い
祭
り
と
な
り
ま
し
た
。

第４５回馬路村文化祭・
　　　　第６回馬路村ふれあい祭り開催

馬
路
中
Ａ
が
６
連
覇
達
成
！

【
前
半
１
・
２
・
３
区
】

　
選
手
た
ち
は
、
ス
タ
ー
ト
の

合
図
で
一
斉
に
駆
け
出
す
と
、

Ｊ
Ａ
ア
ス
リ
ー
ト
が
他
の
チ
ー

ム
を
寄
せ
つ
け
な
い
走
り
を
見

せ
、
前
半
を
１
位
で
走
り
抜
け

ま
し
た
。
馬
路
中
学
校
Ａ
は
、

当
日
メ
ン
バ
ー
変
更
が
あ
っ
た

も
の
の
、
前
半
２
位
と
い
う
安

定
し
た
走
り
を
見
せ
ま
し
た
。

【
後
半
４
・
５
区
】

　
４
区
で
は
馬
路
中
学
校
Ａ
が

ト
ッ
プ
で
タ
ス
キ
を
繋
ぎ
、
続

く
Ｊ
Ａ
ア
ス
リ
ー
ト
も
２
位
に

付
け
ま
し
た
が
、
５
区
も
馬
路

中
学
校
Ａ
が
安
定
し
た
走
り
を

続
け
１
位
で
ゴ
ー
ル
し
ま
し

た
。
Ｊ
Ａ
ア
ス
リ
ー
ト
は
、
後

半
上
位
に
付
け
総
合
２
位
、
体

育
会
野
球
部
は
前
半
、
後
半
と

も
に
安
定
し
た
走
り
で
総
合
３

位
で
し
た
。

　
各
チ
ー
ム
の
選
手
が
日
頃
の

鍛
錬
の
成
果
を
い
か
ん
な
く
発

揮
し
た
結
果
、
激
走
を
制
し
た

「
馬
路
中
学
校
Ａ
チ
ー
ム
」
が

２
位
と
1
分
21
秒
の
差
を
付
け

て
、
堂
々
の
優
勝
に
輝
き
見
事

６
連
覇
を
達
成
し
ま
し
た
。

　
今
年
は
、
14
チ
ー
ム
の
参
加

が
あ
り
、
ま
た
、
役
場
女
子
チ

ー
ム
は
お
揃
い
の
Ｔ
シ
ャ
ツ
で

団
結
力
を
見
せ
る
な
ど
活
気
あ

ふ
れ
る
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

応
援
や
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し

た
皆
さ
ま
、
本
当
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
各
チ
ー
ム
の
結
果
に
つ
い
て

は
、
下
記
の
と
お
り
で
す
。

第
36
回 

馬
路
村
民
駅
伝
競
走
大
会

　
１
月
20
日（
土
）、第
36
回
馬
路
村
民
駅
伝
競
走
大
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　
当
日
は
絶
好
の
駅
伝
日
和
と
な
り
、小・中
学
生
、一般
の
14
チ
ー
ム

が
参
加
し
、選
手
た
ち
の
力
強
い
走
り
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。
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会
場
の
正
面
に
は
、
今
年
も
馬

路
・
魚
梁
瀬
保
育
所
園
児
の
元
気
な

作
品
が
並
び
、
南
側
の
ブ
ー
ス
に
は

馬
路
・
魚
梁
瀬
小
中
学
生
の
硬
筆
、

毛
筆
、
図
画
等
の
作
品
、
馬
路
中
学

生
に
よ
る
ミ
ニ
門
松
な
ど
の
販
売
も

あ
り
ま
し
た
。

　
北
側
の
ブ
ー
ス
に
は
、
一
般
の
方

の
手
芸
作
品
、
油
絵
や
押
し
花
の
作

品
、
ま
た
平
成
29
年
度
を
も
っ
て
原

則
供
給
が
停
止
と
な
る
「
天
然
魚
梁

瀬
杉
最
後
の
伐
採
」
の
様
子
の
上
映

や
、
森
林
鉄
道
の
遺
構
パ
ネ
ル
、
ジ

オ
ラ
マ
の
展
示
、
２
階
で
はM

eiko
Yokoyam

a

氏
の
和
紙
ア
ー
ト
を
展
示

し
ま
し
た
。
遊
ぶ
コ
ー
ナ
ー
で
は
、

木
の
プ
ー
ル
や
木
の
お
も
ち
ゃ
に
子

ど
も
た
ち
が
集
ま
り
、
ま
た
、
販
売

ブ
ー
ス
で
は
、
お
に
ぎ
り
や
豚
汁
、

か
ぼ
ち
ゃ
ド
ー
ナ
ツ
が
販
売
さ
れ
ま

し
た
。

　
今
年
は
馬
路
地
区
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
バ
ザ

ー
が
開
催
さ
れ
、
た
く
さ
ん
の
人
が

お
目
当
て
の
商
品
を
手
に
し
て
い
ま

し
た
。
村
民
の
皆
さ
ん
が
持
ち
寄
っ

た
農
産
物
、
手
芸
品
も
人
気
で
、

早
々
と
完
売
す
る
商
品
も
あ
り
ま
し

た
。
社
会
福
祉
協
議
会
の
あ
っ
た
か

カ
フ
ェ
で
は
、
コ
ー
ヒ
ー
や
手
作
り

ス
イ
ー
ツ
で
一
息
つ
い
て
い
る
来
場

者
も
見
ら
れ
ま
し
た
。
体
験
コ
ー
ナ

ー
で
は
、
陶
器
へ
転
写
す
る
「
ポ
ー

セ
ラ
ー
ツ
教
室
」
や
、
特
殊
な
液
体

で
つ
く
る
「
ハ
ー
バ
リ
ウ
ム
教
室
」

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
と
て
も
寒
い
一
日
で
し
た

が
、
多
く
の
皆
さ
ま
に
ご
来
場
い
た

だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
ふ
れ
あ
い
祭
り
の
健
康
チ
ェ
ッ

ク
コ
ー
ナ
ー
、
安
田
町
も
も
薬
局

の
薬
剤
師
に
よ
る
健
康
相
談
で
は
、

皆
さ
ん
自
分
の
健
康
に
興
味
が
あ

り
、
気
に
な
る
体
の
こ
と
や
薬
等

の
話
を
し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、

保
健
師
に
よ
る
歯
科
相
談
で
は
、

最
近
、
歯
周
病
か
ら
生
活
習
慣
病

に
つ
な
が
る
と
い
わ
れ
て
お
り
、

予
防
の
た
め
に
歯
み
が
き
だ
け
で

は
届
か
な
い
部
分
に
歯
間
ブ
ラ
シ

や
フ
ロ
ス
を
使
用
し
て
汚
れ
を
取

る
な
ど
、
口
腔
ケ
ア
に
つ
い
て
歯

形
模
型
を
使
用
し
説
明
し
ま
し
た
。

　
体
験
型
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
講
座

で
は
、
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
の
ポ
ー
ル
を
使
用
し
た
歩
き

方
を
教
え
て
い
た
だ
き
、
普
段
の

歩
き
方
に
プ
ラ
ス
す
る
こ
と
で
、

姿
勢
よ
く
歩
け
た
り
、
カ
ロ
リ
ー

消
費
が
グ
ッ
と
上
が
っ
た
り
、
健

康
に
な
る
た
め
の
体
づ
く
り
の
き

っ
か
け
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　
毎
年
恒
例
の
馬
路
村
食
生
活
改

善
推
進
協
議
会
に
よ
る
『
野
菜
た

っ
ぷ
り
ヘ
ル
シ
ー
弁
当
』
の
販
売

も
あ
り
、
活
動
紹
介
コ
ー
ナ
ー
で

は
こ
れ
ま
で
の
レ
シ
ピ
を
配
布
し

ま
し
た
。

ふ
れ
あ
い
祭
り



おらが村の学校便りおらが村の学校便り 5151
　恒例行事になっています、馬路小中学校と魚梁瀬小中学校の「合同学習会」が、11月21日に馬路小中学
校を会場にして行われました。昨年度は、馬路地区と魚梁瀬地区の間にある犬吠橋の通行止めで急きょ中
止になりましたので、２年ぶりの合同学習会となりました。児童･生徒の感想文や写真で、その時の様子
をお伝えします。

広報うまじ299号 ̶̶̶̶（4広報うまじ299号 ̶̶̶̶（5　

馬路と魚梁瀬　　の合同学習会

仲間が増えてみんな笑顔 !!

小
学
校
で
は…

　
１
時
間
目
は
、
全
校
で
ア
イ

ス
ブ
レ
イ
キ
ン
グ
。
馬
路
･
魚

梁
瀬
合
同
で
１
〜
６
年
生
が
交

ざ
り
合
っ
た
「
縦
割
り
班
」
を

作
っ
て
自
己
紹
介
を
し
た
後
、

ゲ
ー
ム
を
し
て
仲
良
く
な
り
ま

し
た
。

 

合
同
学
習
会
は
と
て
も
楽
し

か
っ
た
で
す
。
と
く
に
楽
し
か

っ
た
の
は
、
「
せ
ん
ろ
は
つ
づ

く
よ
ど
こ
ま
で
も
ゲ
ー
ム
」
で

す
。
ジ
ャ
ン
ケ
ン
を
し
て
、
電

車
が
長
く
つ
な
が
っ
て
い
る
と

こ
ろ
が
楽
し
か
っ
た
で
す
。

　

　
４
時
間
目
の
２
年
生
は
図
画

工
作
。
段
ボ
ー
ル
を
切
っ
た
り

は
っ
た
り
し
て
「
秘
密
基
地
」

を
作
り
ま
し
た
。

　
２
時
間
目
の
５
･
６
年
生
は

国
語
で
、
「
句
会
」
を
開
き
ま

し
た
。
写
真
か
ら
イ
メ
ー
ジ
す

る
言
葉
を
出
し
合
い
、
そ
れ
ぞ

れ
が
俳
句
を
作
っ
て
発
表
し
合

い
ま
し
た
。 

　
３
時
間
目
の
３
･
４
年
生
は

音
楽
。
13
人
と
い
う
普
段
の
２

倍
ぐ
ら
い
の
人
数
で
合
唱
や
合

奏
を
し
ま
し
た
。

　
給
食
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
学
級

で
準
備
を
し
て
食
べ
ま
し
た
。

　
昼
休
み
後
は
、
縦
割
り
班
で

分
担
場
所
の
掃
除
を
し
ま
し

た
。　

給
食
の
時
間
に
は
、
魚
梁

瀬
の
人
と
し
ゃ
べ
り
な
が
ら

給
食
を
食
べ
ら
れ
て
う
れ
し

か
っ
た
で
す
。
掃
除
で
は
、

慣
れ
て
な
い
馬
路
小
学
校
の

掃
除
を
一
生
懸
命
し
て
い
て

す
ご
い
と
思
い
ま
し
た
。
一

日
だ
け
の
合
同
学
習
会
だ
っ

た
け
ど
、
魚
梁
瀬
の
人
と
楽

し
く
過
ご
せ
た
し
、
め
っ
た

に
見
ら
れ
な
い
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
が
見
ら
れ
て
う
れ
し
か

っ
た
で
す
。
ま
た
来
年
が
楽

し
み
で
す
。

▲ぼくのお気に入りの俳句です

▲ジャンケンポン！

▲リコーダーの音がそろうととってもステキ！

▲１年生教室の給食風景

▲屋根も窓もある段ボールハウス

中
学
校
で
は…

午
後
は
小
中
い
っ
し
ょ
に…

　
１
時
間
目
は
、
全
校
で
ア

イ
ス
ブ
レ
イ
キ
ン
グ
。
ク
イ

ズ
や
ゲ
ー
ム
を
し
て
楽
し
み

ま
し
た
。

　
３
時
間
目
の
２
･
３
年
生
は
数

学
。
「
油
分
け
算
」
と
い
う
江
戸
時

代
か
ら
あ
る
計
算
を
し
ま
し
た
。

　
４
時
間
目
は
全
校
音
楽
。

ト
ー
ン
チ
ャ
イ
ム
の
合
奏

を
、
３
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分

か
れ
て
練
習
し
、
発
表
し
ま

し
た
。
各
グ
ル
ー
プ
の
曲
目

は
、
「
き
よ
し
こ
の
夜
」

「
ジ
ン
グ
ル
ベ
ル
」
「
赤
鼻

の
ト
ナ
カ
イ
」
で
し
た
。

　
午
後
は
、
「
ロ
ボ
ッ
ト
の
ぞ
み
」

さ
ん
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
小
中
学

校
の
み
ん
な
で
見
ま
し
た
。
パ
ン
ト

マ
イ
ム
や
マ
ジ
ッ
ク
、
光
を
駆
使
し

た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
シ
ョ
ン
マ
ッ
ピ
ン
グ

で
、
「
命
」
「
平
和
」
「
愛
」
を
テ

ー
マ
に
し
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
受
け
取

り
ま
し
た
。

　
12
月
に
行
わ
れ
た
、
安
芸

地
区
新
人
球
技
大
会
軟
式
野

球
の
部
に
、
馬
路
中
野
球
部

は
、
安
田
中
、
田
野
中
と
合

同
チ
ー
ム
を
組
ん
で
参
加
し

ま
し
た
。

　
９
日
の
予
選
リ
ー
グ
で
２

勝
し
て
16
日
の
決
勝
戦
に
駒

を
進
め
、
羽
根
･
吉
良
川
･

奈
半
利
合
同
チ
ー
ム
と
対
戦
。

４
対
２
で
逆
転
勝
ち
し
、
み

ご
と
「
優
勝
」
。
３
月
に
予

定
さ
れ
て
い
る
県
の
選
抜
大

会
へ
の
出
場
も
決
ま
り
ま
し

た
。
応
援
を
よ
ろ
し
く
！

　
悲
し
い
と
こ
ろ
も
あ
っ
た
け
れ

ど
、
き
れ
い
な
と
こ
ろ
も
あ
っ
た

し
、
何
よ
り
も
楽
し
か
っ
た
で
す
。

　
ロ
ボ
ッ
ト
の
話
だ
け
で
な
く
、
マ

ジ
ッ
ク
を
し
た
り
し
て
と
て
も
楽
し

か
っ
た
で
す
。
パ
ン
ト
マ
イ
ム
も
上

手
で
、
僕
も
や
っ
て
み
た
い
と
思
い

ま
し
た
。

班
で
話
し
合
っ
て
答
え
を
導
き
出
せ

た
と
き
は
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

　
２
時
間
目
は
、
全
校
理
科
で
し
た
。
「
カ

プ
ラ
」
と
い
う
木
製
の
積
み
木
を
使
っ
て
、

さ
ま
ざ
ま
な
形
を
作
る
中
で
、
物
体
の
重
心

や
物
体
同
士
の
摩
擦
に
つ
い
て
の
理
解
を
深

め
ま
し
た
。

　一人一人積んでみた後、どんな形にす
るかなどを班で話し合って高く積み上げ
ました。僕たちの班が一番高く積めてう
れしかったです。

安
芸
地
区
中
学
校

新
人
球
技
大
会
で

馬
路
中
学
校

野
球
部 
優
勝
！

▲ジャンケンピラミッド

▲何段積めるろう？

▲１L、７dL、３dLの３つの容器を
使って、５dLの水を計るには？

▲クリスマスソングに合わせて
小物もそろえてみました

▲あら不思議、テーブルが浮いたよ
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　恒例行事になっています、馬路小中学校と魚梁瀬小中学校の「合同学習会」が、11月21日に馬路小中学
校を会場にして行われました。昨年度は、馬路地区と魚梁瀬地区の間にある犬吠橋の通行止めで急きょ中
止になりましたので、２年ぶりの合同学習会となりました。児童･生徒の感想文や写真で、その時の様子
をお伝えします。
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馬路と魚梁瀬　　の合同学習会

仲間が増えてみんな笑顔 !!

小
学
校
で
は…

　
１
時
間
目
は
、
全
校
で
ア
イ

ス
ブ
レ
イ
キ
ン
グ
。
馬
路
･
魚

梁
瀬
合
同
で
１
〜
６
年
生
が
交

ざ
り
合
っ
た
「
縦
割
り
班
」
を

作
っ
て
自
己
紹
介
を
し
た
後
、

ゲ
ー
ム
を
し
て
仲
良
く
な
り
ま

し
た
。

 

合
同
学
習
会
は
と
て
も
楽
し

か
っ
た
で
す
。
と
く
に
楽
し
か

っ
た
の
は
、
「
せ
ん
ろ
は
つ
づ

く
よ
ど
こ
ま
で
も
ゲ
ー
ム
」
で

す
。
ジ
ャ
ン
ケ
ン
を
し
て
、
電

車
が
長
く
つ
な
が
っ
て
い
る
と

こ
ろ
が
楽
し
か
っ
た
で
す
。

　

　
４
時
間
目
の
２
年
生
は
図
画

工
作
。
段
ボ
ー
ル
を
切
っ
た
り

は
っ
た
り
し
て
「
秘
密
基
地
」

を
作
り
ま
し
た
。

　
２
時
間
目
の
５
･
６
年
生
は

国
語
で
、
「
句
会
」
を
開
き
ま

し
た
。
写
真
か
ら
イ
メ
ー
ジ
す

る
言
葉
を
出
し
合
い
、
そ
れ
ぞ

れ
が
俳
句
を
作
っ
て
発
表
し
合

い
ま
し
た
。 

　
３
時
間
目
の
３
･
４
年
生
は

音
楽
。
13
人
と
い
う
普
段
の
２

倍
ぐ
ら
い
の
人
数
で
合
唱
や
合

奏
を
し
ま
し
た
。

　
給
食
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
学
級

で
準
備
を
し
て
食
べ
ま
し
た
。

　
昼
休
み
後
は
、
縦
割
り
班
で

分
担
場
所
の
掃
除
を
し
ま
し

た
。　

給
食
の
時
間
に
は
、
魚
梁

瀬
の
人
と
し
ゃ
べ
り
な
が
ら

給
食
を
食
べ
ら
れ
て
う
れ
し

か
っ
た
で
す
。
掃
除
で
は
、

慣
れ
て
な
い
馬
路
小
学
校
の

掃
除
を
一
生
懸
命
し
て
い
て

す
ご
い
と
思
い
ま
し
た
。
一

日
だ
け
の
合
同
学
習
会
だ
っ

た
け
ど
、
魚
梁
瀬
の
人
と
楽

し
く
過
ご
せ
た
し
、
め
っ
た

に
見
ら
れ
な
い
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
が
見
ら
れ
て
う
れ
し
か

っ
た
で
す
。
ま
た
来
年
が
楽

し
み
で
す
。

▲ぼくのお気に入りの俳句です

▲ジャンケンポン！

▲リコーダーの音がそろうととってもステキ！

▲１年生教室の給食風景

▲屋根も窓もある段ボールハウス

中
学
校
で
は…

午
後
は
小
中
い
っ
し
ょ
に…

　
１
時
間
目
は
、
全
校
で
ア

イ
ス
ブ
レ
イ
キ
ン
グ
。
ク
イ

ズ
や
ゲ
ー
ム
を
し
て
楽
し
み

ま
し
た
。

　
３
時
間
目
の
２
･
３
年
生
は
数

学
。
「
油
分
け
算
」
と
い
う
江
戸
時

代
か
ら
あ
る
計
算
を
し
ま
し
た
。

　
４
時
間
目
は
全
校
音
楽
。

ト
ー
ン
チ
ャ
イ
ム
の
合
奏

を
、
３
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分

か
れ
て
練
習
し
、
発
表
し
ま

し
た
。
各
グ
ル
ー
プ
の
曲
目

は
、
「
き
よ
し
こ
の
夜
」

「
ジ
ン
グ
ル
ベ
ル
」
「
赤
鼻

の
ト
ナ
カ
イ
」
で
し
た
。

　
午
後
は
、
「
ロ
ボ
ッ
ト
の
ぞ
み
」

さ
ん
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
小
中
学

校
の
み
ん
な
で
見
ま
し
た
。
パ
ン
ト

マ
イ
ム
や
マ
ジ
ッ
ク
、
光
を
駆
使
し

た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
シ
ョ
ン
マ
ッ
ピ
ン
グ

で
、
「
命
」
「
平
和
」
「
愛
」
を
テ

ー
マ
に
し
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
受
け
取

り
ま
し
た
。

　
12
月
に
行
わ
れ
た
、
安
芸

地
区
新
人
球
技
大
会
軟
式
野

球
の
部
に
、
馬
路
中
野
球
部

は
、
安
田
中
、
田
野
中
と
合

同
チ
ー
ム
を
組
ん
で
参
加
し

ま
し
た
。

　
９
日
の
予
選
リ
ー
グ
で
２

勝
し
て
16
日
の
決
勝
戦
に
駒

を
進
め
、
羽
根
･
吉
良
川
･

奈
半
利
合
同
チ
ー
ム
と
対
戦
。

４
対
２
で
逆
転
勝
ち
し
、
み

ご
と
「
優
勝
」
。
３
月
に
予

定
さ
れ
て
い
る
県
の
選
抜
大

会
へ
の
出
場
も
決
ま
り
ま
し

た
。
応
援
を
よ
ろ
し
く
！

　
悲
し
い
と
こ
ろ
も
あ
っ
た
け
れ

ど
、
き
れ
い
な
と
こ
ろ
も
あ
っ
た

し
、
何
よ
り
も
楽
し
か
っ
た
で
す
。

　
ロ
ボ
ッ
ト
の
話
だ
け
で
な
く
、
マ

ジ
ッ
ク
を
し
た
り
し
て
と
て
も
楽
し

か
っ
た
で
す
。
パ
ン
ト
マ
イ
ム
も
上

手
で
、
僕
も
や
っ
て
み
た
い
と
思
い

ま
し
た
。

班
で
話
し
合
っ
て
答
え
を
導
き
出
せ

た
と
き
は
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

　
２
時
間
目
は
、
全
校
理
科
で
し
た
。
「
カ

プ
ラ
」
と
い
う
木
製
の
積
み
木
を
使
っ
て
、

さ
ま
ざ
ま
な
形
を
作
る
中
で
、
物
体
の
重
心

や
物
体
同
士
の
摩
擦
に
つ
い
て
の
理
解
を
深

め
ま
し
た
。

　一人一人積んでみた後、どんな形にす
るかなどを班で話し合って高く積み上げ
ました。僕たちの班が一番高く積めてう
れしかったです。

安
芸
地
区
中
学
校

新
人
球
技
大
会
で

馬
路
中
学
校

野
球
部 

優
勝
！

▲ジャンケンピラミッド

▲何段積めるろう？

▲１L、７dL、３dLの３つの容器を
使って、５dLの水を計るには？

▲クリスマスソングに合わせて
小物もそろえてみました

▲あら不思議、テーブルが浮いたよ



　平成２９年１２月定例会は、１２月５日から８日までの４日間の会期で開催された。
　５日は、行政報告等の諸般の報告に続いて、固定資産評価審査委員会委員の選任に同意。その後、条例の一
部を改正する条例や平成２９年度馬路村一般会計及び特別会計補正予算など１２議案の提案説明が行われた。
　６日は、議案精査のため休会。
　７日は、一般質問を４氏が行った後、５日に提案された議案の審議、採決を行い、意見書議案１議案を含む１３議
案を可決し、会期を１日繰り上げて閉会した。

平成２９年　第７回　１２月定例会の概要

１２月定例会NO.１51議会だより

◎
固
定
資
産
評
価

審
査
委
員
会
委
員
に

笹
岡
和
美
氏
を
適
任

者
と
認
め
再
任
に

同
意
し
た
。

　
馬
路
村
大
字
馬
路

　
　
　
（
70
歳
）

任
期平

成
29
年
12
月
11
日

か
ら
32
年
12
月
10
日

ま
で 人

　事
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■
12
月
１
日

　
平
成
29
年
第
７
回
定
例
会
の

日
程
に
つ
い
て

　
執
行
部
提
出
予
定
の
議
案
等

に
よ
り
会
期
を
12
月
５
日
か
ら

８
日
ま
で
の
４
日
間
と
し
、
６

日
は
議
案
精
査
の
た
め
休
会
と

し
た
。 議

会
運
営
委
員
会

委
員
会
活
動
報
告

一

般

質

問
こ
こ
が

聞
き
た
い

　
一
般
質
問
に
は
、
４
氏
が

立
ち
、
次
の
と
お
り
質
問
を

行
っ
た
。

（
質
問
趣
旨
、執
行
部
答
弁
要
旨
）

岡
田
元
生
　議
員

村
長
、並
び
に
村
議
会
議
員
の
兼

職
兼
業
の
禁
止
に
つい
て

問　
主
と
し
て
同
一の
行
為
を
す

る
法
人
の
役
員
等
は
、行
政・議

会
運
営
の
公
正
や
事
務
の
適
正

性
の
確
保
の
面
で
リ
ス
ク
が
大

き
い
こ
と
か
ら
、地
方
自
治
法
で

兼
職
や
兼
業
が
禁
止
さ
れ
て
お

固定資産評価審査委員会委員の選任について（笹岡和美）

馬路村過疎地域自立促進計画の変更について

高知市と馬路村におけるれんけいこうち広域都市圏形成に係る連携協約の締結について

馬路村議会の議員報酬、期末手当及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例について

村長等に対する給料等の支給に関する条例の一部を改正する条例について

馬路村立診療所医師の給与に関する条例の一部を改正する条例について

一般職員の給与に関する条例の一部を改正する条例について

職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例について

平成29年度馬路村一般会計補正予算（第4号）について

平成29年度馬路村国民健康保険特別会計補正予算（第3号）について

平成29年度馬路村簡易水道特別会計補正予算（第3号）について

平成29年度馬路村診療所特別会計補正予算（第3号）について

平成29年度馬路村後期高齢者医療特別会計補正予算（第2号）について

じん肺・アスベスト被害根絶を求める意見書
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○
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○

○

○

○

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

同
意
可
決
可
決
可
決
可
決
可
決
可
決
可
決
可
決
可
決
可
決
可
決
可
決
可
決

結
果

山
中
　
隆

岡
田
元
生

枦
山
民
夫

五
味
隆
仁

皆
津
由
理

木
下
英
年

岩
城
勝
則

清
岡
弘
滋

議案第１号

議案第２号

議案第３号

議案第４号

議案第５号

議案第６号

議案第７号

議案第８号

議案第９号

議案第１０号

議案第１１号

議案第１２号

同意議案
第１号

意見書議案
第１号

賛成＝７票、反対＝０票

り
、
民
法
で
は
双
方
代
理
の
兼

職
禁
止
規
定
に
も
触
れ
る
こ
と

に
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

⓵
村
長
は
、
９
月
議
会
の
一
般

質
問
に
エ
コ
ア
ス
の
代
表
取
締

役
等
を
辞
め
た
理
由
に
つ
い
て

答
弁
し
た
が
、
兼
職
禁
止
の
こ

と
に
つ
い
て
は
触
れ
て
い
な
い
。

答
（
村
長
）

　
県
選
管
の
意
見
も
聴
く
な
ど

で
、
法
に
あ
る
兼
業
の
禁
止
規

定
の
対
象
に
な
っ
て
い
な
い
こ

と
か
ら
触
れ
な
か
っ
た
。

答
（
副
村
長
）

　
民
法
第
一
〇
八
条
の
双
方
代

理
禁
止
規
定
に
は
、
副
村
長
が

村
長
の
臨
時
代
理
者
と
な
り
契

約
や
検
査
に
あ
た
る
こ
と
を
決

定
し
て
お
り
、
法
に
抵
触
し
な

い
よ
う
に
し
て
い
る
。

⓶
議
会
議
員
に
つ
い
て
は
、
大

川
村
で
は
、
こ
の
兼
業
禁
止
規

定
に
抵
触
す
る
人
が
県
の
調
査

で
多
数
お
り
、
議
員
の
な
り
手

を
確
保
す
る
う
え
で
の
大
き
な

課
題
と
さ
れ
て
い
る
。

　
本
村
で
の
現
状
に
つ
い
て
、

既
に
兼
職
・
兼
業
禁
止
規
定
に

抵
触
し
て
い
る
状
況
に
あ
る
の

で
は
な
い
か
。
県
と
大
川
村
は

こ
の
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
検
討

を
行
っ
て
き
て
い
る
。

　
本
村
で
も
、
執
行
部
や
選
挙

管
理
委
員
会
に
お
い
て
、
県
の

見
解
も
示
す
な
ど
、
地
方
自
治

法
の
規
程
に
抵
触
し
て
い
な
い

の
か
調
査
を
す
る
べ
き
で
あ
る
。

答
（
村
長
）

　
議
員
の
兼
業
に
つ
い
て
は
地

方
自
治
法
に
よ
り
、
議
会
が
判

断
し
決
定
す
る
こ
と
と
さ
れ
て

お
り
、
議
会
に
お
い
て
判
断
さ

れ
た
い
。

枦
山
民
夫
　議
員

魚
梁
瀬
の
水
道
施
設
に
つ
い
て

問　
現
在
の
水
源
地
は
、
丸
山
台

地
か
ら
遠
く
に
あ
り
老
朽
化
し

て
い
る
。
新
た
な
水
源
地
を
丸

山
台
地
か
そ
の
周
辺
に
見
つ
け

る
必
要
が
あ
る
が
、
そ
の
対
策

に
つ
い
て
問
う
。

　
ま
た
、
魚
梁
瀬
台
地
内
の
配

水
管
も
老
朽
化
し
て
い
る
が
、

そ
の
対
策
に
つ
い
て
問
う
。

答
（
村
長
）

　
水
源
地
は
、
南
海
ト
ラ
フ
地

震
や
緊
急
時
を
考
え
た
場
合
、

丸
山
台
地
周
辺
に
整
備
す
る
こ

と
が
理
想
と
考
え
る
。

　
安
定
し
た
水
量
の
確
保
、
水

質
の
安
全
を
確
認
し
な
け
れ
ば

い
け
な
い
た
め
、
本
年
度
、
ボ

ー
リ
ン
グ
を
ど
こ
で
行
え
ば
よ

い
か
予
備
調
査
を
行
い
、
特
定

で
き
た
場
所
を
平
成
30
年
度
に

実
施
す
る
。
そ
れ
に
よ
り
計
画

を
立
て
て
い
く
こ
と
に
な
る
と

考
え
る
。

　
配
水
管
に
つ
い
て
は
、
再
整

備
と
な
る
と
数
億
円
と
い
う
経

費
が
必
要
と
思
わ
れ
る
。
整
備

方
法
な
ど
や
財
源
等
を
考
慮
し
、

中
・
長
期
的
に
考
え
て
い
か
な

け
れ
ば
い
け
な
い
。

台
風
や
地
震
等
の
災
害
後
の
見

回
り
に
つ
い
て

問　
台
風
や
地
震
の
後
で
は
、
村

道
の
崩
壊
や
家
屋
の
倒
壊
な
ど

が
予
想
さ
れ
る
。
村
と
し
て
の

見
回
り
体
制
は
ど
の
よ
う
に
な

っ
て
い
る
の
か
問
う
。

答
（
村
長
）

　
豪
雨
後
は
、
村
道
等
の
安
全

確
認
の
た
め
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実

施
し
、
土
砂
崩
れ
な
ど
の
災
害

時
に
は
、
業
者
の
方
に
連
絡
し

通
行
の
確
保
を
行
っ
て
い
る
。

　
自
然
災
害
の
発
生
が
予
想
さ

れ
る
場
合
、
見
回
り
を
行
い
状

況
把
握
に
も
努
め
て
い
る
。

　
迅
速
な
対
応
や
生
活
へ
の
影

響
が
最
小
限
と
な
る
た
め
に
は
、

役
場
だ
け
で
は
す
べ
て
の
見
回

り
が
で
き
な
い
場
合
も
あ
る
の

で
住
民
の
皆
さ
ま
、
事
業
者
の

方
に
は
、
土
砂
崩
れ
や
災
害
等

を
発
見
し
た
際
に
は
、
役
場
に

情
報
を
入
れ
て
い
た
だ
け
る
よ

う
ご
協
力
を
お
願
い
し
た
い
。

木
下
英
年
　議
員

道
路
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
に
つ
い

て問　
村
道
、
農
道
等
、
道
路
イ
ン

フ
ラ
の
老
朽
化
に
伴
う
、
点
検
、

再
整
備
に
つ
い
て
問
う
。

答
（
村
長
）

　
村
道
は
、
橋
梁
点
検
、
整
備

を
行
い
、
落
石
防
護
柵
の
設
置

や
舗
装
の
改
修
、
路
側
の
補
強

工
事
も
行
っ
て
い
る
。
ト
ン
ネ

ル
や
の
り
面
、
擁
壁
な
ど
構
造

物
の
点
検
も
実
施
予
定
で
あ
る
。

交
付
金
事
業
を
活
用
し
、
維
持

管
理
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
村

道
、
林
道
、
農
道
が
多
く
あ
る

の
で
優
先
順
位
を
決
め
な
が
ら

対
応
し
て
い
る
。

　
県
道
の
迂
回
路
と
な
る
村
道

は
、
早
期
整
備
を
し
な
け
れ
ば

い
け
な
い
。
そ
の
一
つ
の
村
道

平
野
線
は
、
全
面
的
な
改
修
の

場
合
多
額
の
工
事
費
が
必
要
と

な
る
た
め
工
法
を
検
討
し
な
が

ら
進
め
て
お
り
、
新
た
に
舗
装

を
敷
設
す
る
工
事
に
着
手
し
て

い
き
た
い
。
長
い
路
線
の
た
め

次
年
度
以
降
も
引
き
続
き
進
め

て
い
く
。

　
今
後
も
財
源
確
保
の
た
め
、

国
、県
に
積
極
的
に
要
望
し
、改

修
が
早
く
進
む
よ
う
取
り
組
む
。

　
小
規
模
な
維
持
管
理
は
村
単

事
業
で
対
応
し
、
道
路
環
境
の

確
保
に
努
め
る
。

皆
津
由
理
　議
員

村
行
政
発
展
に
向
け
て
村
長
の

取
組
姿
勢
を
問
う
。

問　
馬
路
村
は
、
「
元
気
な
馬
路

村
」
を
村
内
外
に
発
信
し
、
過

疎
高
齢
化
対
策
や
少
子
化
問
題
、

林
業
の
振
興
等
さ
ま
ざ
ま
な
課

題
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

　
来
年
４
月
に
、
村
長
は
任
期

満
了
と
な
る
が
、
村
政
を
５
期

務
め
て
き
た
そ
の
成
果
と
、
そ

れ
を
生
か
し
平
成
30
年
度
以
降
、

ど
の
よ
う
に
つ
な
げ
て
い
く
の

か
を
問
う
。

答
（
村
長
）

　
「
自
立
し
た
幸
せ
な
村
」
を

目
指
す
べ
き
姿
と
し
て
、
行
政

の
推
進
を
行
っ
て
き
た
。
定
住

人
口
だ
け
で
は
小
さ
い
自
治
体

の
活
性
化
は
難
し
い
と
考
え
、

先
人
が
守
り
育
て
て
き
た
地
域

資
源
な
ど
を
生
か
し
農
業
、
林

業
、
観
光
を
産
業
の
柱
と
し
て
、

交
流
人
口
の
拡
大
を
図
り
、
約

20
年
、
馬
路
村
の
発
展
と
福
祉

の
向
上
、
産
業
振
興
に
全
力
で

取
り
組
ん
で
き
た
。

　
し
か
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
面
で

時
代
の
流
れ
や
村
の
将
来
な
ど

総
合
的
に
判
断
し
、
来
年
４
月

の
村
長
選
挙
に
は
立
候
補
し
な

い
と
い
う
こ
と
を
決
め
た
。
今

期
約
４
カ
月
残
っ
て
い
る
が
、

村
の
舵
取
り
役
と
し
て
任
期
を

全
う
し
て
い
く
。

平成２９年　第7回　定例会で議決された議案などの賛否一覧表　○ ： 賛成　　× ： 反対　　　欠 ： 欠席　　― ： 議長         



　平成２９年１２月定例会は、１２月５日から８日までの４日間の会期で開催された。
　５日は、行政報告等の諸般の報告に続いて、固定資産評価審査委員会委員の選任に同意。その後、条例の一
部を改正する条例や平成２９年度馬路村一般会計及び特別会計補正予算など１２議案の提案説明が行われた。
　６日は、議案精査のため休会。
　７日は、一般質問を４氏が行った後、５日に提案された議案の審議、採決を行い、意見書議案１議案を含む１３議
案を可決し、会期を１日繰り上げて閉会した。

平成２９年　第７回　１２月定例会の概要

１２月定例会NO.１51議会だより

◎
固
定
資
産
評
価

審
査
委
員
会
委
員
に

笹
岡
和
美
氏
を
適
任

者
と
認
め
再
任
に

同
意
し
た
。

　
馬
路
村
大
字
馬
路

　
　
　
（
70
歳
）

任
期平

成
29
年
12
月
11
日

か
ら
32
年
12
月
10
日

ま
で 人

　事

広報うまじ299号 ̶̶̶̶（6広報うまじ299号 ̶̶̶̶（7　

■
12
月
１
日

　
平
成
29
年
第
７
回
定
例
会
の

日
程
に
つ
い
て

　
執
行
部
提
出
予
定
の
議
案
等

に
よ
り
会
期
を
12
月
５
日
か
ら

８
日
ま
で
の
４
日
間
と
し
、
６

日
は
議
案
精
査
の
た
め
休
会
と

し
た
。 議

会
運
営
委
員
会

委
員
会
活
動
報
告

一

般

質

問
こ
こ
が

聞
き
た
い

　
一
般
質
問
に
は
、
４
氏
が

立
ち
、
次
の
と
お
り
質
問
を

行
っ
た
。

（
質
問
趣
旨
、執
行
部
答
弁
要
旨
）

岡
田
元
生
　議
員

村
長
、並
び
に
村
議
会
議
員
の
兼

職
兼
業
の
禁
止
に
つい
て

問　
主
と
し
て
同
一の
行
為
を
す

る
法
人
の
役
員
等
は
、行
政・議

会
運
営
の
公
正
や
事
務
の
適
正

性
の
確
保
の
面
で
リ
ス
ク
が
大

き
い
こ
と
か
ら
、地
方
自
治
法
で

兼
職
や
兼
業
が
禁
止
さ
れ
て
お

固定資産評価審査委員会委員の選任について（笹岡和美）

馬路村過疎地域自立促進計画の変更について

高知市と馬路村におけるれんけいこうち広域都市圏形成に係る連携協約の締結について

馬路村議会の議員報酬、期末手当及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例について

村長等に対する給料等の支給に関する条例の一部を改正する条例について

馬路村立診療所医師の給与に関する条例の一部を改正する条例について

一般職員の給与に関する条例の一部を改正する条例について

職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例について

平成29年度馬路村一般会計補正予算（第4号）について

平成29年度馬路村国民健康保険特別会計補正予算（第3号）について

平成29年度馬路村簡易水道特別会計補正予算（第3号）について

平成29年度馬路村診療所特別会計補正予算（第3号）について

平成29年度馬路村後期高齢者医療特別会計補正予算（第2号）について

じん肺・アスベスト被害根絶を求める意見書
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同
意
可
決
可
決
可
決
可
決
可
決
可
決
可
決
可
決
可
決
可
決
可
決
可
決
可
決

結
果

山
中
　
隆

岡
田
元
生

枦
山
民
夫

五
味
隆
仁

皆
津
由
理

木
下
英
年

岩
城
勝
則

清
岡
弘
滋

議案第１号

議案第２号

議案第３号

議案第４号

議案第５号

議案第６号

議案第７号

議案第８号

議案第９号

議案第１０号

議案第１１号

議案第１２号

同意議案
第１号

意見書議案
第１号

賛成＝７票、反対＝０票

り
、
民
法
で
は
双
方
代
理
の
兼

職
禁
止
規
定
に
も
触
れ
る
こ
と

に
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

⓵
村
長
は
、
９
月
議
会
の
一
般

質
問
に
エ
コ
ア
ス
の
代
表
取
締

役
等
を
辞
め
た
理
由
に
つ
い
て

答
弁
し
た
が
、
兼
職
禁
止
の
こ

と
に
つ
い
て
は
触
れ
て
い
な
い
。

答
（
村
長
）

　
県
選
管
の
意
見
も
聴
く
な
ど

で
、
法
に
あ
る
兼
業
の
禁
止
規

定
の
対
象
に
な
っ
て
い
な
い
こ

と
か
ら
触
れ
な
か
っ
た
。

答
（
副
村
長
）

　
民
法
第
一
〇
八
条
の
双
方
代

理
禁
止
規
定
に
は
、
副
村
長
が

村
長
の
臨
時
代
理
者
と
な
り
契

約
や
検
査
に
あ
た
る
こ
と
を
決

定
し
て
お
り
、
法
に
抵
触
し
な

い
よ
う
に
し
て
い
る
。

⓶
議
会
議
員
に
つ
い
て
は
、
大

川
村
で
は
、
こ
の
兼
業
禁
止
規

定
に
抵
触
す
る
人
が
県
の
調
査

で
多
数
お
り
、
議
員
の
な
り
手

を
確
保
す
る
う
え
で
の
大
き
な

課
題
と
さ
れ
て
い
る
。

　
本
村
で
の
現
状
に
つ
い
て
、

既
に
兼
職
・
兼
業
禁
止
規
定
に

抵
触
し
て
い
る
状
況
に
あ
る
の

で
は
な
い
か
。
県
と
大
川
村
は

こ
の
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
検
討

を
行
っ
て
き
て
い
る
。

　
本
村
で
も
、
執
行
部
や
選
挙

管
理
委
員
会
に
お
い
て
、
県
の

見
解
も
示
す
な
ど
、
地
方
自
治

法
の
規
程
に
抵
触
し
て
い
な
い

の
か
調
査
を
す
る
べ
き
で
あ
る
。

答
（
村
長
）

　
議
員
の
兼
業
に
つ
い
て
は
地

方
自
治
法
に
よ
り
、
議
会
が
判

断
し
決
定
す
る
こ
と
と
さ
れ
て

お
り
、
議
会
に
お
い
て
判
断
さ

れ
た
い
。

枦
山
民
夫
　議
員

魚
梁
瀬
の
水
道
施
設
に
つ
い
て

問　
現
在
の
水
源
地
は
、
丸
山
台

地
か
ら
遠
く
に
あ
り
老
朽
化
し

て
い
る
。
新
た
な
水
源
地
を
丸

山
台
地
か
そ
の
周
辺
に
見
つ
け

る
必
要
が
あ
る
が
、
そ
の
対
策

に
つ
い
て
問
う
。

　
ま
た
、
魚
梁
瀬
台
地
内
の
配

水
管
も
老
朽
化
し
て
い
る
が
、

そ
の
対
策
に
つ
い
て
問
う
。

答
（
村
長
）

　
水
源
地
は
、
南
海
ト
ラ
フ
地

震
や
緊
急
時
を
考
え
た
場
合
、

丸
山
台
地
周
辺
に
整
備
す
る
こ

と
が
理
想
と
考
え
る
。

　
安
定
し
た
水
量
の
確
保
、
水

質
の
安
全
を
確
認
し
な
け
れ
ば

い
け
な
い
た
め
、
本
年
度
、
ボ

ー
リ
ン
グ
を
ど
こ
で
行
え
ば
よ

い
か
予
備
調
査
を
行
い
、
特
定

で
き
た
場
所
を
平
成
30
年
度
に

実
施
す
る
。
そ
れ
に
よ
り
計
画

を
立
て
て
い
く
こ
と
に
な
る
と

考
え
る
。

　
配
水
管
に
つ
い
て
は
、
再
整

備
と
な
る
と
数
億
円
と
い
う
経

費
が
必
要
と
思
わ
れ
る
。
整
備

方
法
な
ど
や
財
源
等
を
考
慮
し
、

中
・
長
期
的
に
考
え
て
い
か
な

け
れ
ば
い
け
な
い
。

台
風
や
地
震
等
の
災
害
後
の
見

回
り
に
つ
い
て

問　
台
風
や
地
震
の
後
で
は
、
村

道
の
崩
壊
や
家
屋
の
倒
壊
な
ど

が
予
想
さ
れ
る
。
村
と
し
て
の

見
回
り
体
制
は
ど
の
よ
う
に
な

っ
て
い
る
の
か
問
う
。

答
（
村
長
）

　
豪
雨
後
は
、
村
道
等
の
安
全

確
認
の
た
め
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実

施
し
、
土
砂
崩
れ
な
ど
の
災
害

時
に
は
、
業
者
の
方
に
連
絡
し

通
行
の
確
保
を
行
っ
て
い
る
。

　
自
然
災
害
の
発
生
が
予
想
さ

れ
る
場
合
、
見
回
り
を
行
い
状

況
把
握
に
も
努
め
て
い
る
。

　
迅
速
な
対
応
や
生
活
へ
の
影

響
が
最
小
限
と
な
る
た
め
に
は
、

役
場
だ
け
で
は
す
べ
て
の
見
回

り
が
で
き
な
い
場
合
も
あ
る
の

で
住
民
の
皆
さ
ま
、
事
業
者
の

方
に
は
、
土
砂
崩
れ
や
災
害
等

を
発
見
し
た
際
に
は
、
役
場
に

情
報
を
入
れ
て
い
た
だ
け
る
よ

う
ご
協
力
を
お
願
い
し
た
い
。

木
下
英
年
　議
員

道
路
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
に
つ
い

て問　
村
道
、
農
道
等
、
道
路
イ
ン

フ
ラ
の
老
朽
化
に
伴
う
、
点
検
、

再
整
備
に
つ
い
て
問
う
。

答
（
村
長
）

　
村
道
は
、
橋
梁
点
検
、
整
備

を
行
い
、
落
石
防
護
柵
の
設
置

や
舗
装
の
改
修
、
路
側
の
補
強

工
事
も
行
っ
て
い
る
。
ト
ン
ネ

ル
や
の
り
面
、
擁
壁
な
ど
構
造

物
の
点
検
も
実
施
予
定
で
あ
る
。

交
付
金
事
業
を
活
用
し
、
維
持

管
理
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
村

道
、
林
道
、
農
道
が
多
く
あ
る

の
で
優
先
順
位
を
決
め
な
が
ら

対
応
し
て
い
る
。

　
県
道
の
迂
回
路
と
な
る
村
道

は
、
早
期
整
備
を
し
な
け
れ
ば

い
け
な
い
。
そ
の
一
つ
の
村
道

平
野
線
は
、
全
面
的
な
改
修
の

場
合
多
額
の
工
事
費
が
必
要
と

な
る
た
め
工
法
を
検
討
し
な
が

ら
進
め
て
お
り
、
新
た
に
舗
装

を
敷
設
す
る
工
事
に
着
手
し
て

い
き
た
い
。
長
い
路
線
の
た
め

次
年
度
以
降
も
引
き
続
き
進
め

て
い
く
。

　
今
後
も
財
源
確
保
の
た
め
、

国
、県
に
積
極
的
に
要
望
し
、改

修
が
早
く
進
む
よ
う
取
り
組
む
。

　
小
規
模
な
維
持
管
理
は
村
単

事
業
で
対
応
し
、
道
路
環
境
の

確
保
に
努
め
る
。

皆
津
由
理
　議
員

村
行
政
発
展
に
向
け
て
村
長
の

取
組
姿
勢
を
問
う
。

問　
馬
路
村
は
、
「
元
気
な
馬
路

村
」
を
村
内
外
に
発
信
し
、
過

疎
高
齢
化
対
策
や
少
子
化
問
題
、

林
業
の
振
興
等
さ
ま
ざ
ま
な
課

題
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

　
来
年
４
月
に
、
村
長
は
任
期

満
了
と
な
る
が
、
村
政
を
５
期

務
め
て
き
た
そ
の
成
果
と
、
そ

れ
を
生
か
し
平
成
30
年
度
以
降
、

ど
の
よ
う
に
つ
な
げ
て
い
く
の

か
を
問
う
。

答
（
村
長
）

　
「
自
立
し
た
幸
せ
な
村
」
を

目
指
す
べ
き
姿
と
し
て
、
行
政

の
推
進
を
行
っ
て
き
た
。
定
住

人
口
だ
け
で
は
小
さ
い
自
治
体

の
活
性
化
は
難
し
い
と
考
え
、

先
人
が
守
り
育
て
て
き
た
地
域

資
源
な
ど
を
生
か
し
農
業
、
林

業
、
観
光
を
産
業
の
柱
と
し
て
、

交
流
人
口
の
拡
大
を
図
り
、
約

20
年
、
馬
路
村
の
発
展
と
福
祉

の
向
上
、
産
業
振
興
に
全
力
で

取
り
組
ん
で
き
た
。

　
し
か
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
面
で

時
代
の
流
れ
や
村
の
将
来
な
ど

総
合
的
に
判
断
し
、
来
年
４
月

の
村
長
選
挙
に
は
立
候
補
し
な

い
と
い
う
こ
と
を
決
め
た
。
今

期
約
４
カ
月
残
っ
て
い
る
が
、

村
の
舵
取
り
役
と
し
て
任
期
を

全
う
し
て
い
く
。
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（涼さん）つらいこと、楽しいことは１人
より、２人で分かち合える方が人生楽しい
と思います。お互いのことを理解しあい、
いい信頼関係を築いていけることが大
事だと思います。
　（沙奈恵さん）なかなか難しいかも
しれませんが、失敗を恐れず、積極

的に行動することが大事だ
と思います。周りの人のア
ドバイス等聞くことも必
要だと思います。

（涼さん）高校で同じ部活の
部員とマネージャーで同級生と
いうこともあり、すぐに仲良くなりまし
た。一緒に居ると居心地がよく、自然と
お付き合いが始まりました。
（沙奈恵さん）いつも笑顔で優しそうな
印象だったので、最初から話しやすく、
一緒に居て楽しい人だと思いました。

〇村での結婚生活
（涼さん）馬路村で就職し、結婚生活
では、村内にいる家族に子育てにも協
力してもらいながら、楽しく暮らしてい
ます。
（沙奈恵さん）馬路村と似たような自然
環境で育ったので、馬路村で生活する
ことに不安はなかったです。家族の
協力があり、友だちもできて、子
育ても楽しくやっています。
馬路村は子育てしやす
い所だと思います。

広報うまじ299号 ̶̶̶̶（9

この外壁の内側にＣＬＴが使われています。

広報うまじ299号 ̶̶̶̶（8

〇出会いと
　お互いの印象

　〇これから結婚を考える方へ
のアドバイス

東
川
地
区
の
田
中
涼
さ
ん
（
32
歳
・
馬

路
村
農
協
勤
務
・
馬
路
出
身
）

沙
奈
恵
さ
ん
（
32
歳
・
魚
梁
瀬
土
場
勤

務
・
香
美
市
出
身
）
夫
妻

　このコーナーでは、
馬路村の出会い・結
婚の実態を知るため、
村内在住のおしどり
夫婦にお話を伺って
いきます。

村のおしど
り夫婦に聞

く！ ⑧

　昨年６月から工事が始まりました馬路村森林組合の新しい事務所が完成し、平成３０年１月２２日に高知
県森林組合連合会をはじめ、国や県の関係者など村内外から多くのかたがたの出席のもと落成式が行われま
した。
　新しい事務所は馬路村の魚梁瀬スギを使用し、木材の新たな活用方法として注目を集めていますＣＬＴ
（直交集成板）と、在来の木造軸組工法を組み合わせた構造となっています。
　ＣＬＴの活用にあたっては、コストの削減を図るために、１階から２階までを通した１枚のＣＬＴ壁とな
る大板を使い、遮音性能を高めるために２階の床を浮床構造にするなど、全国に例のないさまざまなアイデ
アが詰まった施設となっています。
　今後、村の森林資源を有効に活用していくためには、森林組合の活動に大いに期待を寄せるものであり、
その拠点となる新しい事務所を村民の皆さまもぜひ見学してみてください。

馬路村森林組合　新事務所完成

▲全景

◎
事
業
の
概
要

　
本
事
業
で
は
、
11
月
の
ユ
ズ

収
穫
時
期
の
人
手
不
足
を
解
消

す
る
た
め
、
県
外
か
ら
13
人
の

か
た
が
た
に
２
週
間
か
ら
１
カ

月
の
間
、
ユ
ズ
の
収
穫
等
に
従

事
い
た
だ
き
な
が
ら
、
村
の
か

た
が
た
と
の
交
流
や
村
の
暮
ら

し
を
体
験
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　
参
加
者
は
、
初
日
に
馬
路
村

農
業
協
同
組
合
の
指
導
の
下
、

ユ
ズ
収
穫
の
研
修
を
行
っ
た
後

に
受
入
農
家
で
の
作
業
に
従
事

し
ま
し
た
。

　
昨
年
は
例
年
に
比
べ
ユ
ズ
の

収
穫
量
が
少
な
か
っ
た
た
め
、

十
分
な
仕
事
量
を
確
保
す
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

ゆ
ず
の
森
加
工
場
等
で
の
作
業

に
従
事
す
る
こ
と
で
、
ユ
ズ
の

収
穫
か
ら
加
工
・
流
通
ま
で
の

工
程
を
学
ん
で
い
た
だ
き
ま
し

た
。

◎
体
験
・
交
流
イ
ベ
ン
ト
の
実

施　
参
加
者
に
村
の
歴
史
や
文
化

を
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
間

伐
体
験
や
森
林
鉄
道
運
転
体

験
、
搾
っ
た
ユ
ズ
酢
を
使
っ
た

ち
ら
し
寿
司
づ
く
り
体
験
な
ど

を
実
施
し
ま
し
た
。
参
加
者
に

と
っ
て
は
初
体
験
の
こ
と
ば
か

り
で
、
熱
心
に
写
真
を
撮
っ
た

り
メ
モ
を
取
っ
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
村
内
の
若
者
や
農
家

の
方
と
の
交
流
会
を
開
催
し
ま

し
た
。
参
加
者
は
土
佐
の
返
杯

の
文
化
に
驚
い
て
い
ま
し
た

が
、
仕
事
以
外
で
お
互
い
が
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
る
こ

と
で
新
た
な
交
流
の
流
れ
が
生

ま
れ
ま
し
た
。

◎
参
加
者
や
農
家
の
声

【
参
加
者
】

・
初
め
の
う
ち
は
、
不
慣
れ
な

収
穫
作
業
や
農
園
ま
で
の
車
の

◎
今
後
の
実
施
に
つ
い
て

　
本
事
業
は
、
多
く
の
方
の
ご

協
力
を
得
ま
し
て
、
双
方
に
と

っ
て
実
り
あ
る
事
業
と
な
り
ま

し
た
。

　
来
年
度
も
こ
の
事
業
の
実
施

を
検
討
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

ユ
ズ
収
穫
の
人
手
が
不
足
し
て

い
る
農
家
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
参
加
者
の
受
け
入
れ
を
検

討
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で

す
。

（
魚
梁
瀬
森
林
鉄
道
の
運
転
体
験
）

（
間
伐
体
験
の
様
子
）

（
カ
ヂ
ヤ
住
宅
で
の
交
流
会
）

移
動
、
共
同
生
活
等
に
不
安
を

感
じ
て
い
ま
し
た
が
、
多
く
の

方
か
ら
温
か
く
受
け
入
れ
て
い

た
だ
く
こ
と
が
で
き
、
貴
重
な

時
間
を
経
験
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

・
日
常
で
は
経
験
で
き
な
い
さ

ま
ざ
ま
な
体
験
が
で
き
て
よ
か

っ
た
で
す
。
機
会
が
あ
れ
ば
次

回
も
参
加
し
た
い
で
す
。

【
農
家
】

・
高
枝
の
収
穫
作
業
や
荷
物
の

運
搬
な
ど
労
力
が
か
か
る
作
業

を
担
っ
て
く
れ
て
、
と
て
も
助

か
り
ま
し
た
。

・
一
人
で
作
業
す
る
こ
と
が
多

か
っ
た
の
で
、
素
直
で
元
気
あ

る
若
者
が
来
て
く
れ
る
と
作
業

効
率
も
上
が
る
し
、
合
間
に
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
取
れ
て

楽
し
く
作
業
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

（
収
穫
時
の
様
子
）

ふ
る
さ
と
ワ
ー
キ
ン
グ
ホ
リ
デ
ー

祝　祝　
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熱
心
に
写
真
を
撮
っ
た

り
メ
モ
を
取
っ
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
村
内
の
若
者
や
農
家

の
方
と
の
交
流
会
を
開
催
し
ま

し
た
。
参
加
者
は
土
佐
の
返
杯

の
文
化
に
驚
い
て
い
ま
し
た

が
、
仕
事
以
外
で
お
互
い
が
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
る
こ

と
で
新
た
な
交
流
の
流
れ
が
生

ま
れ
ま
し
た
。

◎
参
加
者
や
農
家
の
声

【
参
加
者
】

・
初
め
の
う
ち
は
、
不
慣
れ
な

収
穫
作
業
や
農
園
ま
で
の
車
の

◎
今
後
の
実
施
に
つ
い
て

　
本
事
業
は
、
多
く
の
方
の
ご

協
力
を
得
ま
し
て
、
双
方
に
と

っ
て
実
り
あ
る
事
業
と
な
り
ま

し
た
。

　
来
年
度
も
こ
の
事
業
の
実
施

を
検
討
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

ユ
ズ
収
穫
の
人
手
が
不
足
し
て

い
る
農
家
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
参
加
者
の
受
け
入
れ
を
検

討
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で

す
。

（
魚
梁
瀬
森
林
鉄
道
の
運
転
体
験
）

（
間
伐
体
験
の
様
子
）

（
カ
ヂ
ヤ
住
宅
で
の
交
流
会
）
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動
、
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同
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活
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不
安
を
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く
の

方
か
ら
温
か
く
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け
入
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て
い

た
だ
く
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と
が
で
き
、
貴
重
な

時
間
を
経
験
す
る
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と
が
で
き

ま
し
た
。

・
日
常
で
は
経
験
で
き
な
い
さ

ま
ざ
ま
な
体
験
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よ
か

っ
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す
。
機
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が
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ば
次
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も
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加
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【
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】
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作
業
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担
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助

か
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し
、
合
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コ

ミ
ュ
ニ
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ー
シ
ョ
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作
業
す
る
こ
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ま
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た
。

（
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の
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ふ
る
さ
と
ワ
ー
キ
ン
グ
ホ
リ
デ
ー

祝　祝　



中芸のゆずと森林鉄道日本遺産協議会

～中芸地域の日本遺産魅力発信便りvol.6・7合併号～

プロデューサーに赤池慎吾氏就任

日本遺産認定を契機に・馬路温泉「ゆずバーガー」販売！

　１２月２８日より、馬路温泉において「ゆずバーガー」を販売しています。これは、日本

遺産認定にちなんで開発されたご当地バーガーで、馬路村産のアメゴのすり身、自然薯、豆

腐、ゴボウを練りこんだフライを馬路温泉名物の「ゆず酢ダレ」にくぐらせ、トマトやレタ

スと一緒に、「うまじのパン屋」特製のパンに挟んでいます。ゆずの風味豊かなおいしさに

仕上がっています。ゆずをイメージした黄色の紙で包み、葉の付いたゆずの枝で留めた見た

目もお楽しみください。

　１個６００円、フライドポテトとゆずの炭酸ジュースが付

いたセットが８５０円です。

　日本遺産協議会では、住民・企業・行政等さまざまな皆さ

まと一緒に、今後も日本遺産を活用した中芸地域の活性化に

取り組んでいきます。

　アイデアをお持ちの方は、ぜひ協議会事務局までご連絡を

ください。

問い合わせ：中芸のゆずと森林鉄道日本遺産協議会事務局

（安田町役場中山支所内） Tel.0887-3９-２００８

　11月16日、中芸のゆずと森林鉄道日本遺産協議会プロデ

ューサーとして、ブランド部会長である、高知大学地域連携

推進センター特任講師/地域コーディネーターの赤池慎吾氏が

会長から委嘱されました。赤池プロデューサーには、協議会

の事業全体の進捗管理及び調整をお願いし、事業の円滑化を

図っていきます。

　赤池プロデューサーを中心に、協議会一丸となって、日本

遺産事業をより一層推進していきたいです。
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魚
梁
瀬
に
来
て
は
や
１
年
が

た
と
う
と
し
て
い
ま
す
。
私
の

場
合
、
体
の
具
合
で
少
し
お
休

み
し
ち
ゃ
い
ま
し
た
の
で
、
な

お
さ
ら
あ
っ
と
い
う
間
の
１
年

間
で
し
た
。

　
ま
だ
ま
だ
分
か
ら
な
い
こ
と

が
た
く
さ
ん
あ
り
、
日
々
勉
強

が
続
い
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
ま

で
に
私
が
取
り
組
ん
で
き
た
こ

と
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

☆
新
た
な
観
光
を
構
築
す
る

　
具
体
的
に
は
、
日
本
遺
産
認

定
を
契
機
と
し
て
新
た
な
魚
梁

瀬
森
林
鉄
道
遺
構
の
観
光
化

（
コ
ー
ス
設
定
・
ツ
ア
ー
構

築
）
が
で
き
な
い
か
考
え
て
い

ま
す
。

　
ま
た
、
高
知
県
主
催
の
「
土

佐
の
観
光
創
生
塾
」
や
、
高
知

大
学
の
「
こ
う
ち
観
光
カ
レ
ッ

ジ
」
を
受
講
し
て
、
観
光
構
築

に
向
け
た
手
法
や
考
え
方
、
最

近
の
観
光
客
の
動
向
や
他
の
観

光
地
の
状
況
な
ど
、
観
光
に
関

す
る
さ
ま
ざ
ま
な
専
門
的
知
識

の
習
得
に
努
め
て
い
ま
す
。

　
そ
の
ほ
か
、
中
芸
５
町
村
で

今
年
２
月
か
ら
３
月
に
か
け
て

開
催
す
る
「
ゆ
ず
Ｆ
ｅ
Ｓ
」
の

準
備
も
し
て
き
ま
し
た
。

☆
新
し
い
産
業
を
興
す

　
魚
梁
瀬
は
低
温
・
多
雨
の
環

境
で
あ
り
、
こ
の
環
境
に
適
し

た
水
ワ
サ
ビ
の
試
験
的
栽
培
に

向
け
、
他
の
地
域
の
状
況
を
視

察
す
る
な
ど
研
究
を
進
め
て
い

ま
す
。

☆
大
学
と
連
携
し
た
活
動

　
生
活
す
る
上
で
の
課
題
解
決

に
向
け
た
生
活
サ
ポ
ー
ト
事
業

を
考
え
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
い
ま
何
が
不
便
で
、

何
を
一
番
に
解
消
し
て
い
く
べ

き
か
を
、
大
学
と
連
携
し
て
第

三
者
の
視
点
か
ら
調
査
で
き
な

い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
任
期

は
最
長
で
３
年
間
で
す
。
そ
の

３
分
の
１
が
た
と
う
と
し
て
い

る
の
に
、
ま
だ
十
分
な
成
果
を

出
せ
て
い
な
い
こ
と
に
少
し
焦

り
を
感
じ
て
い
ま
す
が
、
魚
梁

瀬
の
良
い
と
こ
ろ
や
課
題
と
な

っ
て
い
る
と
こ
ろ
を
し
っ
か
り

と
把
握
し
、
地
域
に
で
き
る
こ

と
を
１
つ
で
も
多
く
残
せ
る
よ

う
頑
張
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

　皆
さ
ん
は
じ
め
ま
し
て
。
東
京
都

か
ら
や
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
大
塚

季
里
亜
と
申
し
ま
す
。
下
の
名
前
の

読
み
仮
名
を
聞
か
れ
る
こ
と
が
多
い

で
す
が
、
そ
の
ま
ま
「
き
り
あ
」
と

読
み
ま
す
。

　現
在
、
木
工
（
曲
げ
わ
っ
ぱ
、
刳

り
も
の
）
の
習
得
を
目
指
し
て
奮
闘

中
で
す
。
も
の
づ
く
り
の
仕
事
に
憧

れ
て
い
た
の
で
、
地
域
お
こ
し
協
力

隊
と
い
う
形
で
携
わ
れ
る
こ
と
を
と

て
も
う
れ
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。

　大
学
時
代
は
よ
さ
こ
い
を
や
っ
て

い
て
高
知
に
も
何
度
か
踊
り
に
来
て

い
ま
し
た
。
旅
行
や
ス
ポ
ー
ツ
、
ゲ

ー
ム
が
好
き
で
す
。
こ
こ
最
近
の
幸

せ
は
休
日
に
お
昼
頃
ま
で
寝
る
こ
と

で
す
。

　皆
さ
ん
と
お
会
い
す
る
機
会
は
少

な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
今
後
村

の
イ
ベ
ン
ト
等
を
通
じ
て
交
流
を
深

め
て
い
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

平
成
29
年
12
月
よ
り
馬
路
ふ
る
さ
と
応
援
隊
が
着
任

▲大塚季里亜さん

▲岡林栄作さん（右）から指導を受ける大塚さん

く
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流
を
深

め
て
い
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

平
成
29
年
12
月
よ
り
馬
路
ふ
る
さ
と
応
援
隊
が
着
任

▲大塚季里亜さん

▲岡林栄作さん（右）から指導を受ける大塚さん

く



　若年期の身体活動、特に成長期における運動
歴の有無が、閉経後の骨密度に反映します。バ
レーボールやバスケットボールなどの垂直運動
系の運動を継続的に行うことで、高い骨密度が
得られます。もちろん、中年期においても、背
骨や太ももの骨の骨量を増加させるので、運動
は大切です。
　高齢者においても活発な身体活動が骨折の頻
度を低下させるとされていますが、なかなか運
動が難しい方もいます。そのような方は、１日
３回１分間の開眼片脚起立運動（下図）は骨密
度アップと転倒予防に効果的ですので、ぜひ実
践してください。
　また、各種栄養素をバランスよく摂取するこ
とも大切です。骨代謝にかかわるカルシウム、
ビタミンD、ビタミンKを積極的に摂取するこ
とが重要です。食事で十分に摂取できない場合

骨粗しょう症の予防には
◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆

はサプリメントもうまく活用してください。カ
ルシウムは牛乳・チーズ・シシャモ・豆腐・納
豆・小松菜・チンゲン菜などに多く、ビタミン
Dはきくらげ・サンマ・鮭・太刀魚などの魚類
に、ビタミンKは卵・ほうれん草・にら・ブロ
ッコリーなどに多く含まれます。ぜひ、普段の
食事に取り入れてみてください。
　最後に過度の飲酒、喫煙の危険性を説明して
おきます。喫煙はカルシウムの吸収抑制作用、
尿中への排泄促進作用があり、アルコールの摂
取も同様の作用があります。喫煙・飲酒の機会
が多い方は、十分に注意してください。
　骨粗しょう症自体を避けることは難しいです
が、骨量減少や骨折のリスクを減らすことは可
能です。ぜひ皆さんも適切な栄養と運動を心が
けるようにしましょう。
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国際交流員：ジョン・ワード
（アメリカ合衆国・ノースカロライナ州出身）

馬 路ョン馬 路ョン馬 路ョン
ウマ　 ジ

德廣　いとちゃん（日浦）

パ
パ
・
マ
マ
と
い
っ
し
ょ

赤
ち
ゃ
ん
万
歳

平成２９年７月２１日生

（保護者 德廣　将也さん ･紗知子さん）

　は
じ
め
ま
し
て
！
ね
い
ち
ゃ
ん
の
妹
の
「
い
と
」
で
す
。

　私
の
名
前
は
、
お
姉
ち
ゃ
ん
が
「
愛
お
し
い
」
か
ら
取
っ
て

付
け
て
く
れ
ま
し
た
。

　わ
た
し
も
お
姉
ち
ゃ
ん
み
た
い
に
、
早
く
ピ
ア
ノ
が
弾
け
る

よ
う
に
な
っ
て
、
一
緒
に
発
表
会
や
コ
ン
ク
ー
ル
に
出
ら
れ
る

よ
う
に
な
り
た
い
で
す
。

　天
気
の
い
い
日
に
は
、
お
母
さ
ん
と
「
ゆ
ず
の
森
」
で
散
歩

し
て
い
る
の
で
声
を
か
け
て
ね
。

　皆さん、こんにちは！
　年末年始に実家に帰っていましたが、今回は私がアメリカでまだ
行ったことがなかった、グランドキャニオンへ出かけました！故郷
のノースカロライナ州から国内線で約4時間のフライトで、アリゾナ
州都フェニックスの国際空港に到着しました。そこからはレンタカ
ーで移動して、ダウンタウンの近くの閑静な住宅街にある隠れ家レ
ストランでアリゾナ州の郷土料理を食べました。
　次の日は、朝早く起きて北へ向かいました。数時間かけてサボテ
ンだらけのソノラ砂漠の真ん中で、アメリカの東海岸や日本の見慣
れている風景と全く違う景色を眺めながらドライブしました。砂漠
を越え、ヴェルデ・バレーという地域に入りました。この地域では
ワインが有名で、いくつかのワイナリーの中から3カ所を訪れて地元
の人々と話しながらワインを味わいました。非常においしかったで
す。次にセドナという小さな町に止まりました。個性的な形をした

赤い砂岩の岩山に囲まれた場所で、レッドロック・カントリー(Redrock Country)と呼ばれることもあり
ます。レッドロック州立公園でハイキングをしてから出発し、ようやく目的地のグランドキャニオン・
ビレッジにたどり着きました。宿泊したのはエル・トバールホテルで、1905年に建てられ、昭和天皇も
滞在したことのある歴史あるホテルでした。
　夜は真っ暗でグランドキャニオンを見ることができなかったので、朝起きて窓を開け、目の前に現れ
た時は、本当に驚きました。人生で一度も見たことがない素晴らしい景観でした。リム・トレイルとい
うキャニオンの淵に沿って歩くトレイルで、数カ所の絶好のビューポイントがあり、さまざまな視点か
ら眺めることができます。私は断崖絶壁の岩の上で立って目を閉じて風を感じ、目を開けると圧倒的な
自然に感嘆しました。
　日本へ帰って日常生活に戻ったら、グランドキャニオンにいたなんてまるで夢のようでした。皆さん
も機会があればぜひ一度訪れてみてください！グランドキャニオンの空間に立った時、何を感じるので
しょうか。

森からの便り

　余寒厳しき折柄、皆さまいかがお過ごしでしょうか。今年は数年ぶりに
馬路に雪が積もり、寒さがより厳しいものかと思われます。
　冬は路面の凍結もあり、転倒・転落の危険性が増します。また、馬路村
は高齢者も多く、必然的に骨粗しょう症を罹患している方が増えるため、
骨折を起こすことも少なくないです。
　というわけで、今回は骨粗しょう症の予防に関して、お話ししたいと思
います。
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お知らせお知 ら せ

馬　路
魚梁瀬
　（外国人含む）

７２３人、
１７７人、

３３５世帯
９４世帯

魚梁瀬地区ひな祭り（丸山公園内）～３月１１日（日）

お別れ遠足（魚梁瀬小学校）

生活発表会（馬路保育所）

有害物収集
高知県立移動図書館（就業改善センター）10：40～11：30

乳児健診（田野町保健センター）12：30

古紙収集（魚梁瀬）

馬路中学校卒業式

リサイクル収集

1歳6カ月児・3歳児健診（田野町保健センター）12：30

魚梁瀬小学校卒業式

馬路小学校卒業式

春分の日

古紙収集（馬路）
修了式・離任式（村内４校）

馬路保育所卒園式

魚梁瀬保育所卒園式

庄屋祭・鬼門堂祭・村表彰

リサイクル収集

馬路小・中学校教職員歓送迎会

豆まき（魚梁瀬保育所）
高知県立移動図書館（魚梁瀬多目的施設）11：10～11：50

杉の子発表会（魚梁瀬小・中学校）

豆まき（馬路保育所）

有害物収集

乳児健診（田野町保健センター）12：30～

古紙収集（魚梁瀬）、馬路小学校学習発表会10：00～（就業改善センター）
行政相談所開設（魚梁瀬多目的施設）10：00～12：00
人権相談所開設（魚梁瀬多目的施設）10：00～15：00

ゆずFeS～3月11日（日） 建国記念の日

振替休日

リサイクル収集

確定申告及び住民税申告受付～3月15日9：00～17：00

保育園児体験入学・説明会（馬路小学校）

1歳6カ月児・3歳児健診（田野町保健センター）12：30

魚梁瀬地区卓球大会（魚梁瀬小・中学校体育館）18：30～
古紙収集（馬路）
生活発表会（魚梁瀬保育所）
保育園児体験入学・説明会（魚梁瀬小学校）

リサイクル収集

確定申告及び住民税申告受付（魚梁瀬多目的施設）9：00～17：00
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広
報
「
う
ま
じ
」
を

　
　
　
郵
送
い
た
し
ま
す

　
村
内
に
在
住
の
皆
さ
ま
に
は

全
戸
に
配
布
し
て
い
ま
す
が
、

ご
兄
弟
や
、
お
子
さ
ん
な
ど
村

出
身
の
方
が
村
外
で
暮
ら
し
て

い
て
、
広
報
う
ま
じ
を
届
け
た

い
、
ま
た
読
み
た
い
な
ど
ご
希

望
さ
れ
る
場
合
に
は
、
馬
路
村

教
育
委
員
会
か
ら
郵
送
い
た
し

ま
す
。

　
広
報
う
ま
じ
は
、
原
則
1
年

に
6
回
発
行
し
て
お
り
、
年
間

を
通
し
て
の
購
読
料
（
郵
送

料
）
と
し
て
500
円
を
前
納
し
て

い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま
す
。

支
払
方
法

　
1
年
間
の
送
付
ご
希
望
の
方

は
、
届
け
先
の
正
確
な
住
所
と

氏
名
を
ご
記
入
の
う
え
、
500
円

を
教
育
委
員
会
へ
直
接
持
参
く

だ
さ
る
か
、
郵
便
局
の
定
額
小

為
替
で
郵
送
く
だ
さ
い
。

2月・3月 むらの行事予定2月・3月 むらの行事予定
2　　月 3　　月

─ 放送大学4月入学生募集 ─
　放送大学はテレビ・ラジオ・インターネットで授業を行う通信制の大学です。働きながら大学を卒業
したい、学びを楽しみたいなど、さまざまな目的で、幅広い世代の方が学んでいます。
　ただいま平成30年4月入学生を募集しています。詳しい資料を送付いたしますので、お気軽にお問い
合わせください。

○募集学生の種類
─教養学部─
　科目履修生（6カ月在学し、希望する科目を履修）
　選科履修生（1年間在学し、希望する科目を履修）
　全科履修生（4年以上在学し、卒業を目指す）
─大学院─
　修士科目生（6カ月在学し、希望する科目を履修）
　修士選科生（1年間在学し、希望する科目を履修）

○出願期間
　平成29年12月1日～平成30年2月28日、
　3月1日～3月20日
　（インターネット出願も受け付けております）
○資料請求（無料）・お問い合わせ先
　〒780-8072　高知市曙町２丁目５－１
　（高知大学内）
　放送大学高知学習センター
　℡：088-843-4864　　
　放送大学ホームページ　　http://www.ouj.ac.jp

◆
申
込
受
付
期
間

　
４
月
２
日
（
月
）
か
ら

　
４
月
27
日
（
金
）
ま
で

◆
奨
学
生
の
資
格

①
本
村
に
本
籍
を
有
す
る
ま
た
は
本
村

に
お
い
て
義
務
教
育
９
年
間
在
籍
し
た

者
で
、
高
等
学
校
、
大
学
な
ら
び
に
こ

れ
に
類
す
る
各
種
学
校
に
在
学
す
る
生

徒
、
学
生

②
規
律
を
重
ん
じ
、
向
学
心
に
富
み
、

意
思
が
強
固
で
学
資
の
支
弁
が
困
難
と

認
め
ら
れ
る
者

※
奨
学
生
は
、
馬
路
村
奨
学
生
選
考
委

員
会
の
選
考
を
経
て
決
定
し
、
通
知
し

ま
す
。

◆
貸
付
金
の
額

①
高
等
学
校
　
月
額
２
万
円
以
内

②
大
学
な
ら
び
に
こ
れ
に
類
す
る
各
種

学
校
　
　
　
　
月
額
４
万
円
以
内

※
貸
付
金
は
無
利
息
で
す
。

◆
申
込
方
法

　
奨
学
資
金
貸
付
申
込
誓
約
書
ほ
か
を

教
育
委
員
会
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

（
申
し
込
み
に
は
、
連
帯
保
証
人
２
人

が
必
要
で
す
。
）

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
】

　
教
育
委
員
会
　
☎
⑧
４
４
―
２
２
１
６

平成30年度馬路村奨学資金奨学生を募集します
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お知らせお知らせ

馬　路
魚梁瀬
　（外国人含む）

７２３人、
１７７人、

３３５世帯
９４世帯

魚梁瀬地区ひな祭り（丸山公園内）～３月１１日（日）

お別れ遠足（魚梁瀬小学校）

生活発表会（馬路保育所）

有害物収集
高知県立移動図書館（就業改善センター）10：40～11：30

乳児健診（田野町保健センター）12：30

古紙収集（魚梁瀬）

馬路中学校卒業式

リサイクル収集

1歳6カ月児・3歳児健診（田野町保健センター）12：30

魚梁瀬小学校卒業式

馬路小学校卒業式

春分の日

古紙収集（馬路）
修了式・離任式（村内４校）

馬路保育所卒園式

魚梁瀬保育所卒園式

庄屋祭・鬼門堂祭・村表彰

リサイクル収集

馬路小・中学校教職員歓送迎会

豆まき（魚梁瀬保育所）
高知県立移動図書館（魚梁瀬多目的施設）11：10～11：50

杉の子発表会（魚梁瀬小・中学校）

豆まき（馬路保育所）

有害物収集

乳児健診（田野町保健センター）12：30～

古紙収集（魚梁瀬）、馬路小学校学習発表会10：00～（就業改善センター）
行政相談所開設（魚梁瀬多目的施設）10：00～12：00
人権相談所開設（魚梁瀬多目的施設）10：00～15：00

ゆずFeS～3月11日（日） 建国記念の日

振替休日

リサイクル収集

確定申告及び住民税申告受付～3月15日9：00～17：00

保育園児体験入学・説明会（馬路小学校）

1歳6カ月児・3歳児健診（田野町保健センター）12：30

魚梁瀬地区卓球大会（魚梁瀬小・中学校体育館）18：30～
古紙収集（馬路）
生活発表会（魚梁瀬保育所）
保育園児体験入学・説明会（魚梁瀬小学校）

リサイクル収集

確定申告及び住民税申告受付（魚梁瀬多目的施設）9：00～17：00

人　　口
月中異動

月末現在
人口合計出生

１２

１

１

０

０

０

１

０

２

１

１

３

０

０

３

４

９０４

９００

月

月

増　　　加

転入 職権 計 死亡

減　　　少

転出 職権 計
０

０ 馬路村特別村民 １０,８４７人
（１月３１日現在）

１

２

３

４

５

６

７

８

９

１０

１１

１２

１３

１４

１５

１６

１７

１８

１９

２０

２１

２２

２３

２４

２５

２６

２７

２８

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

１

２

３

４

５

６

７

８

９

１０

１１

１２

１３

１４

１５

１６

１７

１８

１９

２０

２１

２２

２３

２４

２５

２６

２７

２８

２９

３０

３１

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

広
報
「
う
ま
じ
」
を

　
　
　
郵
送
い
た
し
ま
す

　
村
内
に
在
住
の
皆
さ
ま
に
は

全
戸
に
配
布
し
て
い
ま
す
が
、

ご
兄
弟
や
、
お
子
さ
ん
な
ど
村

出
身
の
方
が
村
外
で
暮
ら
し
て

い
て
、
広
報
う
ま
じ
を
届
け
た

い
、
ま
た
読
み
た
い
な
ど
ご
希

望
さ
れ
る
場
合
に
は
、
馬
路
村

教
育
委
員
会
か
ら
郵
送
い
た
し

ま
す
。

　
広
報
う
ま
じ
は
、
原
則
1
年

に
6
回
発
行
し
て
お
り
、
年
間

を
通
し
て
の
購
読
料
（
郵
送

料
）
と
し
て
500
円
を
前
納
し
て

い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま
す
。

支
払
方
法

　
1
年
間
の
送
付
ご
希
望
の
方

は
、
届
け
先
の
正
確
な
住
所
と

氏
名
を
ご
記
入
の
う
え
、
500
円

を
教
育
委
員
会
へ
直
接
持
参
く

だ
さ
る
か
、
郵
便
局
の
定
額
小

為
替
で
郵
送
く
だ
さ
い
。

2月・3月 むらの行事予定2月・3月 むらの行事予定
2　　月 3　　月

─ 放送大学4月入学生募集 ─
　放送大学はテレビ・ラジオ・インターネットで授業を行う通信制の大学です。働きながら大学を卒業
したい、学びを楽しみたいなど、さまざまな目的で、幅広い世代の方が学んでいます。
　ただいま平成30年4月入学生を募集しています。詳しい資料を送付いたしますので、お気軽にお問い
合わせください。

○募集学生の種類
─教養学部─
　科目履修生（6カ月在学し、希望する科目を履修）
　選科履修生（1年間在学し、希望する科目を履修）
　全科履修生（4年以上在学し、卒業を目指す）
─大学院─
　修士科目生（6カ月在学し、希望する科目を履修）
　修士選科生（1年間在学し、希望する科目を履修）

○出願期間
　平成29年12月1日～平成30年2月28日、
　3月1日～3月20日
　（インターネット出願も受け付けております）
○資料請求（無料）・お問い合わせ先
　〒780-8072　高知市曙町２丁目５－１
　（高知大学内）
　放送大学高知学習センター
　℡：088-843-4864　　
　放送大学ホームページ　　http://www.ouj.ac.jp

◆
申
込
受
付
期
間

　
４
月
２
日
（
月
）
か
ら

　
４
月
27
日
（
金
）
ま
で

◆
奨
学
生
の
資
格

①
本
村
に
本
籍
を
有
す
る
ま
た
は
本
村

に
お
い
て
義
務
教
育
９
年
間
在
籍
し
た

者
で
、
高
等
学
校
、
大
学
な
ら
び
に
こ

れ
に
類
す
る
各
種
学
校
に
在
学
す
る
生

徒
、
学
生

②
規
律
を
重
ん
じ
、
向
学
心
に
富
み
、

意
思
が
強
固
で
学
資
の
支
弁
が
困
難
と

認
め
ら
れ
る
者

※
奨
学
生
は
、
馬
路
村
奨
学
生
選
考
委

員
会
の
選
考
を
経
て
決
定
し
、
通
知
し

ま
す
。

◆
貸
付
金
の
額

①
高
等
学
校
　
月
額
２
万
円
以
内

②
大
学
な
ら
び
に
こ
れ
に
類
す
る
各
種

学
校
　
　
　
　
月
額
４
万
円
以
内

※
貸
付
金
は
無
利
息
で
す
。

◆
申
込
方
法

　
奨
学
資
金
貸
付
申
込
誓
約
書
ほ
か
を

教
育
委
員
会
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

（
申
し
込
み
に
は
、
連
帯
保
証
人
２
人

が
必
要
で
す
。
）

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
】

　
教
育
委
員
会
　
☎
⑧
４
４
―
２
２
１
６

平成30年度馬路村奨学資金奨学生を募集します



第　　号

平成30年2月1日発行

299

広報うまじ299号 ̶̶̶̶（18

編
集
後
記

 1 日 新春走り初めピッタリタイムレース（魚梁瀬）
 2 日 新春走り初めピッタリタイムレース（馬路）
 成人式（就業改善センター）
14日 消防出初め式（田野町）
15日 どんど焼き（魚梁瀬丸山公園）
20日 第36回馬路村民駅伝競走大会
21日 第37回馬路村内芸能発表会
 （就業改善センター）
23日 文化財防火訓練（馬路熊野神社）
27日 スキー教室（久万スキーランド）
 親子で本を楽しむ日in馬路村
 （就業改善センター）

 1 日 第46回馬路地区はし拳大会（馬路温泉）
 2 日 馬路熊野神社秋の例大祭
 神社神楽発表会（馬路熊野神社）
 5 日 馬路小学校校内持久走大会
17日 第45回馬路村文化祭
 第6回馬路村ふれあい祭り
 （馬路体育館・馬路中学校）
19日 ふれあい餅つき（魚梁瀬小・中学校）
21日 魚梁瀬保育所クリスマス会
22日 馬路保育所クリスマス会
23日 第13回馬路村ピアノ教室発表会＆ハミング 
 ゆーずクリスマスコンサート
 キャンドルライブin馬路温泉

　
先
月
行
わ
れ
た
、馬
路
村
成
人
式

へ
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
馬
路
村
役
場
へ
就
職
し
て
早
く

も
２
年
が
た
と
う
と
し
て
い
ま
す
。

振
り
返
る
と
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
あ

り
ま
し
た
が
、終
わ
っ
て
見
る
と
あ
っ

と
い
う
間
だ
と
感
じ
ま
し
た
。こ
れ

か
ら
は
成
人
と
し
て
、近
況
報
告
で

述
べ
た
よ
う
に
今
ま
で
お
世
話
に

な
っ
た
か
た
が
た
へ
の
感
謝
を
忘
れ

な
い
よ
う
に
精
進
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

（
Ｈ
）

目

　次

村内あちらこちら

1月14日　消防出初め式（田野町）

12月2日　馬路熊野神社秋の例大祭

12月19日　ふれあい餅つき（魚梁瀬小・中学校）　　

1月2日　新春走り初めピッタリタイムレース（馬路）

1月15日　どんど焼き（魚梁瀬丸山公園）

中芸のゆずと森林鉄道日本遺産協議会・・１１
森からの便り ・・・・・・・・・・・・・・・・１２

馬路ョン・赤ちゃん万歳 ・・・・・・・・・１３

安田川漫歩（29）・・・・・・・・・・・ 1４・１５
お知らせ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１６

行事予定表 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・１７

村内あちらこちら・村のできごと・・・・１８

12月

1月

（
右
か
ら
）

清 

岡 

教 

育 

長

小

松

光

介

梶

原

真

友

池

田

佳

鍊

濵

田

裕

貴

清

岡

龍

哉

上

治

村

長

　毎
年
一
月
二
日
に

就
業
改
善
セ
ン
タ
ー

で
開
催
さ
れ
て
い
る

成
人
式
。

　今
年
は
五
人
の
新

成
人
が
出
席
し
て
祝

福
を
受
け
ま
し
た
。

未 来 に 向 か っ て 、 輝 け ！

第45回馬路村文化祭・第6回馬路村ふれあい祭り ・・ ２

第36回馬路村民駅伝競走大会・・・・・・・ ３

おらが村の学校便り51・・・・・・・・・・・ ４･5
議会だよりNo.151・・・・・・・・・・・・・・ 6･7
村のおしどり夫婦に聞く⑧・馬路村森林組合新事務所完成・・ 8
平成29年度ふるさとワーキングホリデー・・ 9
馬路ふるさと応援隊紹介・魚梁瀬ふるさと応援隊⑲・・１０

未 来 に 向 か っ て 、 輝 け ！


